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平成26年2月10日　徳島県総合計画審議会

基本目標1基本目標1基本目標1基本目標1「「「「にぎわい・にぎわい・にぎわい・にぎわい・感動感動感動感動とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

 ○「全国一律料金制度」の実現
    [26]実現

 ○「全国共通料金制度」の実現
    [26]実現

○大鳴門橋の通行台数
   [21]852万台→[26]1,000万台

同左

○年間の延べ宿泊者数
   [21]120万人 → [26]148万人

○年間の延べ宿泊者数
   [21]166万人 → [26]210万人
                ※[27]230万人

資料２

「「「「いけるよいけるよいけるよいけるよ！！！！徳島徳島徳島徳島・・・・行動計画行動計画行動計画行動計画」（」（」（」（平成平成平成平成２６２６２６２６年度版年度版年度版年度版））））のののの改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

（数値目標の上方修正）
　宿泊施設の従業員数が１０
名未満の施設を加えて集計す
ることや、宿泊者数の増加に
向け、取り組みを強化するこ
とから、数値目標を見直す。
※21年の宿泊者数は、推計値

●本四高速への全国共通料金の導入を「千載
一遇のチャンス」ととらえ、産業振興はもと
より、観光交流の促進、農林水産物の販路拡
大などについて、全庁を挙げた推進体制を整
備し、本県の総力を結集した取組を推進しま
す。

　「本四高速の料金等に関す
る調整会議」において、国と
地方が合意した名称とする。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である年間の延べ
宿泊者数が、目標に達してお
らず、前年度より減少してい
ることからＣ評価とした。
　徳島の経済活性化やにぎわ
いづくりについて、取組成果
を細かく分析するためにも、
大鳴門橋通行台数や宿泊者数
だけでなく、別の数値目標の
設定等も検討すべきでない
か。

１１１１－－－－１１１１　　　　ひろがるひろがるひろがるひろがる交流交流交流交流とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

1

2 1-1

（上）
P57,
(下)
P3

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

番号番号番号番号 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

1-1
(2-1)

（上）
P57,
（下）
P3,P26

文言の修正

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　高速道路高速道路高速道路高速道路のののの利用促進利用促進利用促進利用促進

●本四道路による地域間格差を解消するた
め、高速道路料金については、本四道路も含
めて「全国共通料金制度」とするよう、その
実現を目指し、本四道路が「夢の架け橋」と
なる取組を推進します。 県土 Ａ

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

政策
・
商工
・
農林
・
県土

同左

Ｃ

●本四道路による地域間格差を解消するた
め、高速道路料金については、本四道路も含
めて「全国一律料金制度」とするよう、その
実現を目指し、本四道路が「夢の架け橋」と
なる取組を推進します。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

番号番号番号番号 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○万代中央地区における来場者数
　 [23]7,500人 → [26]30,000人

同左

（県政運営評価戦略会議）
　事業目的や目標が明確でな
いことや、今後の取組方針に
ついても十分に示されている
とはいえないことからＣ評価
とした。

県土

（文言の修正）
　万代中央地区における来場
者数の増加を図るため、飲食
や物販などの倉庫の新たな利
活用を促進するとともに、各
種イベントの誘致や徳島市中
心市街地との連携を強化する
方向で見直す。

●徳島小松島港万代中央地区において、既存
倉庫群を活用した「憩いの場」や「にぎわい
空間」の創出により、地域振興・活性化を図
ります。4

3

（県政運営評価戦略会議）
　万代中央地区における来場
者数を数値目標にしている
が、Ｈ24実績が目標値に達し
ておらず、またＨ23の実績値
よりも後退していることか
ら、Ｃ評価とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　７７７７　　　　効率的効率的効率的効率的なななな都市形成都市形成都市形成都市形成のののの推進推進推進推進

●長期未着手となっている市町の都市公園・
緑地について、社会情勢の変化に加え東日本
大震災後に求められる公園の役割を考慮し
て、その必要性や実現性を再検証し、計画の
見直しの方針を定め、関係市町での整備計画
の見直しを促進します。

●徳島小松島港万代中央地区において、既存
倉庫群を活用した「憩いの場」や「にぎわい
空間」を創出するため、倉庫の新たな利活用
を促進するとともに、イベントの誘致や連携
を強化し、地域振興・活性化を図ります。

1-1

（文言の修正）
　都市計画決定したものの長
期間未着手となっている市町
の都市公園・緑地について、
見直しの方針を定め、関係市
町と協議やヒアリングを行い
ながら、整備計画の見直しを
促進する。
　見直しに際しては、都市公
園・緑地が、都市の「環境保
全」、「景観形成」、「レク
リエーション」などの機能を
有するだけでなく、東日本大
震災の教訓と課題を踏まえ、
大規模災害発生時には避難所
や防災関係機関等の活動拠点
として活用できることなど、
「防災・減災」の機能を有す
る点についても十分に考慮す
る。

●都市公園・緑地について、社会情勢の変化
に対応して、その必要性や実現性を再検証
し、関係市町と協働して見直しを推進しま
す。

1-1
（下）
P6

Ｃ県土

（下）
P6

Ｃ
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

番号番号番号番号 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○ＩＣＴとくしま大賞の創設
　 [23]創設

同左

○ＩＣＴとくしま大賞応募数
　 [21]－ → [26]100件

同左

（県政運営評価戦略会議）
　ＩＣＴ（愛して）とくしま
大賞について、平成24年度
は、応募作品のレベル向上は
見られるが、応募総数が前年
度より後退している。
　ＩＣＴとくしま大賞を県民
に対し更に周知し、その定着
を図ることが必要である。

（県政運営評価戦略会議）
　観光振興基本計画に掲げら
れている高い目標に、まだま
だ達していない。本年の日経
リサーチによる地域ブランド
力調査でも、徳島は四国の中
で一番低い。
　個々の施策を実施するだけ
でなく、首都圏や関西圏で徳
島の観光に関する認知度アン
ケート調査を行うなどして、
「観光立県とくしま」がどこ
まで浸透しているか、施策の
効果を検証することが重要で
はないか。

Ｃ

Ｃ

1-1

●「徳島県観光振興基本計画」に基づき、官
民一体となって観光振興の取組を推進すると
ともに、県内外での効果的な広報やPRの取組
を戦略的に展開することで、「観光立県とく
しま」の実現を目指します。

6

　　　　　　　　　　　　　　　　９９９９　　　　eeee－－－－とくしまとくしまとくしまとくしま推進推進推進推進プランのプランのプランのプランの推進推進推進推進

１１１１－－－－２２２２　　　　観光立県観光立県観光立県観光立県とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　ＩＣＴとくしま大賞に、更
に多方面の方から幅広く応募
いただくため、教育機関や企
業などへ訪問し、応募の広報
をお願いするとともに、情報
雑誌をはじめ、ラジオやテレ
ビ、メルマガ、新聞紙面等、
各メディアによる広報・周知
に努めたことで、平成25年度
実績は、８６件と目標の７０
件を達成した。
　引き続きＩＣＴとくしま大
賞の周知・定着に努めるとと
もに、新たな賞の創設など更
なる発展を図る。

（文言の修正）
　「観光立県とくしま」の認
知度向上を図るため、県内外
での広報、PR活動を強化する
ことにより、「観光立県とく
しまの実現」を図る。

5

(上)
P61,
（下）
P8

同左

●ＩＣＴを活用し、地域の特性を活かした情
報発信に関するコンテストを開催し、県内コ
ンテンツ産業振興につながる、優秀な人材を
発掘育成するとともに、優秀なクリエーター
の情報を発信することで、デジタルコンテン
ツ*についての普及啓発を図ります。

1-2
(下)
P10

●「徳島県観光振興基本計画」に基づき、官
民一体となって観光振興の取組を推進し、
「観光立県とくしま」の実現を目指します。

商工

政策

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　観光立県観光立県観光立県観光立県とくしまのとくしまのとくしまのとくしまの実現実現実現実現
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨番号番号番号番号
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

○年間の延べ宿泊者数
   [21]120万人 → [26]148万人

○年間の延べ宿泊者数
   [21]166万人 → [26]210万人
                ※[27]230万人

○「阿波ナビ」アクセス件数
   [21]45万件 → [26]60万件

同左

○外国人入込客数
   [21]15,034人 → [26]33,000人

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　「　「　「　「観光観光観光観光とくしまブランドとくしまブランドとくしまブランドとくしまブランド」」」」のののの確立確立確立確立

●「関西の台所」を担う「食の宝島」であ
り、「体験型観光の先進地でもある」徳島な
らではの魅力を「観光とくしまブランド」と
して確立し、多くの観光客に選ばれる徳島を
目指して、「きて・みて・なっとく！おいで
よ徳島。」をキャッチコピーに、「庶民遺
産」、「自然一番」というブランドイメージ
を広くＰＲするとともに、マスメディア等を
活用した広告宣伝を実施することにより、広
く国内外に向けた認知度の向上を図ります。

●本四高速への全国共通料金の導入を見据
え、県外からの観光入込客数の増加を図るた
め、来県する観光客に対する新たな観光周遊
ルートや宿泊滞在型観光プランの提案など、
観光誘客対策を推進します。 商工

商工

1-2
(下)
P10

7

（文言の修正、数値目標の上
方修正）
　本四高速への全国共通料金
制度の導入を見据え、平成26
年度は県内での周遊や宿泊を
促進する「おどる宝島！とく
しまキャンペーン」を展開す
る。また、宿泊の促進につな
がる施策について見直す。宿
泊者数の目標値は、宿泊施設
の従業員数が１０名未満の施
設を加えて集計することや宿
泊者数の増加に向け、取り組
みを強化することから、数値
目標を見直す。
※21年の宿泊者数は、推計
値。

1-2

(上)
P63,
(下)
P10

Ｃ

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標のうち、「阿波ナ
ビ」アクセス件数は、平成24
年度の目標を上回っている
が、事業の成果を表す外国人
の入込客数が昨年度からは増
加しているものの、目標には
達していないことからＣ評価
とした。

●「関西の台所」を担う「食の宝島」であ
り、「体験型観光の先進地でもある」徳島な
らではの魅力を「観光とくしまブランド」と
して確立し、多くの観光客に選ばれる徳島を
目指して、マスメディアをはじめ、ＳＮＳを
活用した情報発信や海外におけるプロモー
ションを展開することにより、広く国内外に
向けた認知度の向上を図ります。8

（文言の修正）
　外国人入込客数において、
目標を達成できるように、更
に取組を充実させる。

（県政運営評価戦略会議）
　マイカーを利用した県外か
らの観光誘客対策であり、年
間の延べ宿泊者数を数値目標
にしているが、目標に達して
おらず、前年度より減少して
いることからＣ評価とした。

(県議会)
　「本四高速への全国共通料
金制度」の導入効果を最大限
に活かし、宿泊者数の増加に
つながる施策を積極的に進め
るべきではないか。

Ｃ

●本四高速への全国共通料金の導入を見据
え、県外からの観光入込客数、宿泊者数の増
加を図るため、「おどる宝島！とくしま」を
旗印に、県内での周遊や宿泊を促進する「お
どる宝島！とくしまキャンペーン」の展開や
「「「「今今今今」」」」のののの旅行者旅行者旅行者旅行者のニーズにのニーズにのニーズにのニーズに合合合合わせたモデルわせたモデルわせたモデルわせたモデル
コースやコースやコースやコースや企画旅行商品企画旅行商品企画旅行商品企画旅行商品のののの造成造成造成造成などにより、
観光誘客対策を推進します。
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5

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

番号番号番号番号 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○外国人入込客数（再掲）
   [21]15,034人 → [26]33,000人

同左

○学校への芸術家等派遣回数（累計）
   [21]282回 → [26]450回

○学校への芸術家等派遣回数（累計）
   [21]282回 → [26]650回

教育

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　広域観光広域観光広域観光広域観光のののの推進推進推進推進

１１１１－－－－４４４４　　　　文化立県文化立県文化立県文化立県とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

●国内外からの観光誘客の促進を図るため、
関西広域連合*や瀬戸内ブランド推進連合、
四国ツーリズム創造機構の一員として、近隣
府県等と連携したプロモーション活動などを
積極的に展開し、広域観光・交流を推進しま
す。

商工

　瀬戸内を共有する7県(兵庫
県、岡山県、広島県、山口
県、徳島県、香川県、愛媛
県)が瀬戸内ブランドを確立
し、交流人口の拡大による地
域経済の活性化の促進と、豊
かな地域社会の実現を図るこ
とを目的として、平成２５年
４月２２日に瀬戸内ブランド
推進連合が設立されたことか
ら文言を修正する。

　学校への芸術家等派遣回数
について、目標設定時に想定
していた文化庁の派遣・巡回
事業等に加え、平成23・24・
25年度に国の緊急雇用創出事
業を活用し、派遣事業を実施
した結果、数値目標が現状で
既に達成しているため、数値
目標を上方修正する。

文言の修正

●国内外からの観光誘客の促進を図るため、
関西広域連合*や四国ツーリズム創造機構の
一員として、近隣府県等と連携したプロモー
ション活動などを積極的に展開し、広域観
光・交流を推進します。

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　優優優優れたれたれたれた芸術文化芸術文化芸術文化芸術文化にににに触触触触れるれるれるれる機会機会機会機会のののの充実充実充実充実

9

数値目標の上方修正

●児童生徒が身近に芸術文化に触れる機会を
充実します。

同左

Ａ

Ｂ
(下)
P12

（下）
P19

1-2

10 1-4

5



6

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

番号番号番号番号 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○徳島ヴォルティスホームタウンデー等
　イベント参加者数
   [21]4,470人 → [26]9,000人

同左

○全国高等学校総合体育大会の入賞
　（団体・個人）数
　 [21]10団体 → [26]14団体

○全国高等学校総合体育大会等等等等の入賞
　（団体・個人）数
　 [21]10団体 → [26]18181818団体

○○○○中学校中学校中学校中学校トップスポーツトップスポーツトップスポーツトップスポーツ競技競技競技競技としてとしてとしてとして指定指定指定指定
　　　　するするするする競技競技競技競技
            ［21］0［21］0［21］0［21］0競技 競技 競技 競技 → → → → ［26］5［26］5［26］5［26］5競技競技競技競技

●有力選手を特定の高校へ集め、指導体制を
整備するとともに、中学校、高校及び各競技
団体等関係機関の三者間での連携強化を進め
るなど、競技力向上のための基盤強化を図り
ます。
  またまたまたまた、、、、早早早早いいいい段階段階段階段階でのでのでのでの有力選手有力選手有力選手有力選手のののの発掘発掘発掘発掘・・・・育育育育
成成成成をををを進進進進めるためめるためめるためめるため、、、、活躍活躍活躍活躍がががが期待期待期待期待できるできるできるできる競技競技競技競技をををを
選考選考選考選考したしたしたした上上上上でででで中学校段階中学校段階中学校段階中学校段階でのでのでのでの指導体制強化指導体制強化指導体制強化指導体制強化
をををを図図図図りますりますりますります。。。。

（文言の修正、数値目標の変
更及び新規設定）
　本県全体の競技力向上を推
進するため、関係機関の連携
強化を明確にするとともに、
中学校においても活躍が期待
できる競技を指定して指導体
制の強化を図る。
　また、数値目標に全国高校
総体に準じた全国大会の成績
も含めることで、高校段階の
総合的な競技力向上の指標に
改めるほか、中学校段階にお
いても新たに数値目標を設定
する。

商
工・
県土

Ａ
(文言の修正)
　徳島ヴォルティスのＪ１昇
格に伴う文言修正を行う。

●にぎわいの創出を通じたプロサッカーチー
ムのＪ1昇格への機運醸成を図るとともに、
Ｊ1仕様の施設整備の検討を行います。

（宝の島･とくしま創造部
会）
　競技力向上の基盤強化に向
けて、中学校、高校及び各競
技団体等関係機関、三者の連
携強化を進めていただきた
い。
　また、数値目標の「総体」
の入賞者数に、その他の大会
のものも含めたらどうか。

●徳島徳島徳島徳島ヴォルティスのヴォルティスのヴォルティスのヴォルティスのＪＪＪＪ１１１１昇格昇格昇格昇格をををを契機契機契機契機にににに、、、、
県民県民県民県民のスポーツへののスポーツへののスポーツへののスポーツへの関心関心関心関心をををを高高高高めるとともめるとともめるとともめるととも
にににに、「、「、「、「徳島徳島徳島徳島」」」」をををを全国全国全国全国にににに発信発信発信発信しししし、、、、県内外県内外県内外県内外からからからから
のののの観光誘客観光誘客観光誘客観光誘客をををを促進促進促進促進するするするする取組取組取組取組をををを行行行行いいいい、、、、にぎわにぎわにぎわにぎわ
いのいのいのいの創出創出創出創出をををを図図図図りますりますりますります。。。。またまたまたまた、、、、スタジアムスタジアムスタジアムスタジアム等等等等
のののの施設施設施設施設のののの充実充実充実充実をををを進進進進めますめますめますめます。。。。

●有力選手を特定の公立高校へ集め、指導体
制を整備するとともに、中学校と高校及び各
競技団体等の関係機関と高校との連携強化を
進めるなど、競技力向上のための基盤強化を
図ります。

１１１１－－－－５５５５　　　　スポーツスポーツスポーツスポーツ王国王国王国王国とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　競技力向上対策競技力向上対策競技力向上対策競技力向上対策のののの推進推進推進推進

教育 Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　プロスポーツプロスポーツプロスポーツプロスポーツ等等等等をををを通通通通じたにぎわいづくりのじたにぎわいづくりのじたにぎわいづくりのじたにぎわいづくりの推進推進推進推進

11 1-5

　
(県議会)
　徳島ヴォルティスのJ1昇格
による「にぎわい創出」の効
果を活かす取り組みを強化す
るべきではないか。

12
1-5
(6-1)

（下）
P22,
P123

（上）
P71,
（下）
P21

6



7

基本目標2基本目標2基本目標2基本目標2「「「「経済経済経済経済・・・・新成長新成長新成長新成長とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

○中央テクノスクール（仮称）の開校
   [24]「多目的ホール等」の先行供用
   [25]開校

○中央テクノスクールの開校
   [24]「多目的ホール等」の先行供用
   [25]開校

○制度加入面積
   [21]－ → [26]8,000ha

同左

○○○○新規需要米等新規需要米等新規需要米等新規需要米等のののの作付面積作付面積作付面積作付面積
         [21] 50ha → [26] 600ha [21] 50ha → [26] 600ha [21] 50ha → [26] 600ha [21] 50ha → [26] 600ha

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

　平成２５年４月に中央テク
ノスクールが開校したことか
ら、今後、新たな産業人材育
成拠点としての機能強化を図
るため、必要な施設の整備を
検討する。

（県議会）
　水田を有効活用し、飼料用
米、米粉用米等の生産に積極
的に取り組み、稲作農家の経
営安定につなげていくべきで
はないか。

　　　　　　　　　　　　　　　　８８８８　「　「　「　「もうかるもうかるもうかるもうかる農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業」」」」のののの推進推進推進推進

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　地域経済地域経済地域経済地域経済のののの活性化活性化活性化活性化

14 2-1

2-1

(上)
P73,
(下)
P24

２２２２－－－－１１１１　　　　経済加速経済加速経済加速経済加速とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

商工 Ａ

●新たな産業人材育成拠点として、「中央テ
クノスクール」を開校し、実践力のある産業
人材育成を図るとともに、一体的に整備され
た「徳島経済産業会館」との連携のもと、
「中小企業の総合的な応援拠点」を構築する
ため、必要な整備を図ります。

●国の「経営所得安定対策」を活用し、農業
経営の安定化を図ります。

13

（文言の修正）
　産業人材育成拠点としての
中央テクノスクールの機能強
化を推進するため、必要な施
設の整備を図る。

●経済団体等との連携のもと、「中小企業の
総合的な応援拠点」を構築するため、新たな
産業人材育成拠点として、「中央テクノス
クール（仮称）」を建築し、実践力のある産
業人材の育成を図るとともに、経済団体によ
る「新経済センター（仮称）」の整備を支援
します。

Ｂ

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

（下）
P27

●国の「農業者戸別所得補償制度」を活用
し、農業経営の安定化を図ります。

（文言の修正、数値目標の新
規設定）
　国の制度改正に伴い、名称
が変更となったことから、文
言を修正する。また、飼料用
米等の新規需要米への「支援
の拡充」を契機に、栽培面積
の拡大を図っていくことか
ら、新たに新規需要米等の作
付面積を目標に設定し取り組
む。

農林

7 



8

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○農林水産業へのＯＪＴ研修*等受講者数
　（累計）
   [21]88人 → [26]225人

○農林水産業へのＯＪＴ研修*等受講者数
　（累計）
   [21]88人 → [26]300人

○商談成立件数
   [21]－ → [26]100件

○商談件数
   [21]185件 → [26]800件

○売上高
   [21]－ → [26]100百万円

○売上高
   [21]6百万円 → [26]100百万円

15

16

２２２２－－－－２２２２　　　　産業活性化産業活性化産業活性化産業活性化とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　中小企業中小企業中小企業中小企業へのへのへのへの支援支援支援支援

農林

　　　　　　　　　　　　　　　　９９９９　　　　農林水産業分野農林水産業分野農林水産業分野農林水産業分野におけるにおけるにおけるにおける人人人人づくりづくりづくりづくり

Ａ

同左

2-1
（下）
P29

数値目標の上方修正

　新規就業者への支援策の拡
充等に伴う就業者の増加等に
より、平成２４年度の実績値
が目標数値を上回ったことか
ら、成果のさらなる向上を目
指し、農林水産業へのOJT研
修等受講者数（累計）の目標
数値について、上方修正す
る。

●新たな雇用の場を創出するとともに、就職
へのスキルアップ支援等の強化を行います。

2-2

(上)
P77,
(下）
P31

（数値目標の変更）
　関西広域連合の取組に加え
四国４県での合同商談会や四
国・近畿の広域商談会などの
商談会への出展も支援してお
り、目標指標を関西広域連合
によるもののみに限定せず、
他の取組の成果も加えること
とする。

●関西広域連合の各府県や四国各県との合同
によるプロモーション・ビジネスマッチング
*などを通して、販路開拓の支援や下請取引
の適正化に取り組みます。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である商談成立数
及び売上高の実績がほとんど
上がっておらず、Ｃ評価とし
たが、すぐ止めるのではな
く、ねばり強く続けて行かな
ければならない事業である。

商工 Ｃ
関西広域連合による商談成立件数及び売上高
（累計）

同左

広域の商談会における商談件数及び売上高
（累計）

8 



9

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○ｅコマースサイト*（中小企業支援機関
　の運営）への出店企業数（累計）
 　[21]79社 → [26]100社

○Webサイトを活用した販売促進に関する
　講座の参加者数（累計）
　 [23]41名 → [26]100名

○計画作成事業所数（累計）
　 [21]18事業所 → [26]60事業所

同左

Ｃ

●県内中小企業等における「事業継続計画
（ＢＣＰ）*」策定段階に応じた研修等の実
施により、きめ細やかな導入支援及び産学官
連携による推進体制の整備強化を図ります。2-2

（下）
P31

（文言の修正）
　南海トラフ巨大地震に備
え、｢サプライチェーン｣や｢
情報通信｣の途絶に対する課
題など、ＢＣＰ策定が強く求
められている。このため、｢
従来と違った方法｣を取り入
れたＢＣＰ普及策が、｢不可
欠である｣との認識のもと、
・　事業継続力及び災害対応
力の向上に資することを目的
とした認定制度の創設
・　｢企業ＢＣＰ図上訓練｣等
のより実践的な研修等の実施
・　関係機関等との相談支援
体制の強化
など、きめ細やかな企業の導
入支援を図ることにより、企
業自らの｢率先した取組み｣を
促進することとし、取組内容
を見直す。

●中小企業等における災害時の事業継続を目
的とした「事業継続計画（ＢＣＰ）*」策定
のための推進体制の整備充実と企業の導入促
進を図ります。18

17 Ｄ

●講座などで県内中小企業のＩＣＴ化による
経営効率の向上やＩＣＴの利活用による販売
促進などの支援に取り組みます。

2-2
(下)
P31

（文言の修正、数値目標の変
更）
　民間のeコマースサイトが
充実してきたため、eコマー
スサイトを提供することを見
直し、新たにeコマースやWeb
をどのように販売促進に活か
していくかといった、活用方
法に関する数値目標を設定す
る。

●経営支援等に関する情報提供、電子商取引
の取組への支援などにより、県内中小企業の
ＩＣＴ化による経営変革を促進します。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標であるｅコマース
サイトへの出店企業数が目標
に達しておらず、昨年度とほ
ぼ横ばいとなっている。
　また、eコマースのサイト
については民間にも多数あ
り、県が行う必要があるのか
疑問であることから、Ｄ評価
とした。

商工

商工

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である計画作成事
業所数は増加しているもの
の、進捗状況が目標よりも遅
れていることから、Ｃ評価と
した。
　事業継続計画（ＢＣＰ）の
作成が速やかに行われるよ
う、しっかりと取り組んで欲
しい。

9 



10

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○セルフアセスメント等取組企業数
　（累計）
   [21]－ → [26]20件

○セルフアセスメント等取組企業数
　（累計）
   [21]－ → [26]40件

○「新技術等活用支援モデル事業」の申
　請数（累計）
   [21]－ → [26]5件

同左

○林業事業体登録数
　 [21]41事業体 → [26]55事業体

○林業事業体登録数
　 [21]41事業体 → [26]60事業体

2-219

20

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　建設産業等建設産業等建設産業等建設産業等へのへのへのへの支援支援支援支援（「（「（「（「建設業構造改革推進建設業構造改革推進建設業構造改革推進建設業構造改革推進プログラムプログラムプログラムプログラム」」」」等等等等））））

●県内企業が顧客本位に基づく強い経営体制
を構築するよう、経営品質向上プログラムの
普及啓発・学習を促進します。

2-2
（下）
P32

（文言の修正）
　建設業者等の経営革新の支
援の観点から、新技術・新材
料の使用を拡大する方向で見
直す。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標の「新技術等活用
支援モデル事業」の申請数
が、1件のみで増加していな
いことからＣ評価とした。
　今後の推進において更なる
工夫が必要である。

●建設産業の再生支援に関する情報を集めた
ホームページ「とくしま建設業支援情報板」
を活用し情報提供を図るとともに、産学官の
連携により新技術・新材料の開発に意欲のあ
る建設業者等を支援し、経営革新を推進しま
す。 県土 Ｃ

●建設産業の再生支援に関する情報を集めた
ホームページ「とくしま建設業支援情報板」
を活用し情報提供を図るとともに、公共工事
において新技術・新材料の利用について新た
な仕組みを検討し、使用を拡大することによ
り、開発に意欲ある建設業者等を支援し、経
営革新を推進します。

農林 Ａ

同左

2-2
（下）
P32

数値目標の上方修正

　建設業から林業への本格参
入に向けた研修会の開催や林
業機械導入などを積極的に支
援したことにより、平成２４
年度の実績値が目標数値を上
回ったことから、成果のさら
なる向上を目指し、林業事業
体登録数の目標数値につい
て、上方修正する。

21

●自ら新分野への進出を目指す建設業者等
が、農林業の新たな担い手として円滑に参入
するため、技術習得などの支援を行います。

　平成23年度から取り組み始
めた経営品質ステップアップ
研修等の受講者数が当初の想
定を上回っていることによ
り、研修受講等が基となるセ
ルフアセスメント等取り組み
企業数が既に平成26年度目標
値を達成したため、成果・効
果の更なる向上を目指し、セ
ルフアセスメント等取組企業
数の目標数値について上方修
正する。

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　強強強強いいいい組織組織組織組織づくりのためのづくりのためのづくりのためのづくりのための人材育成人材育成人材育成人材育成

商工 Ａ

同左
(上)
P77,
(下)
P32

数値目標の上方修正

10 



11

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○新規融資件数（累計）
   [21]370件 → [26]500件

○新規融資件数（累計）
   [21]370件 → [26]600件

24

(上)
P79,
(下)
P34

数値目標の上方修正

Ｃ

Ｃ

●伝統工芸品の展示、首都圏での工芸品展の
開催等を通じ、伝統工芸品の販路拡大と産業
の振興を図ります。

（県政運営評価戦略会議）
　どのようにして伝統工芸品
の県外への販路拡大を図って
いくのか、出展以外の具体策
が見えてこないことからＣ評
価とした。具体策を検討し、
積極的に取り組んで欲しい。

22 2-2
（下）
P33

（文言の修正）
　まずは県内における消費拡
大を図る施策に取り組むとと
もに、さらに首都圏において
は見本市等へも積極的に出展
を行う方向で見直す。

商工

●伝統工芸品について、県内イベントにて体
験コーナーを設置するなど利用促進運動を実
施するとともに、首都圏での工芸品展や見本
市等へも積極的に出展することにより、伝統
工芸品の販路拡大と産業の振興を図ります。

23 2-2

（上）
p77,
（下）
p33

●「藍染め・しじら織り製品」を新たにクー
ルビズという視点で全国的認知度を高め、本
県の魅力アップと藍染め・しじら織り地場産
業の振興を図ります。

商工

●「藍染め・しじら織り製品」についてクー
ルビズという視点で、デザインや商品の多様
化を図り、県内外においてのＰＲ強化を実施
することで、本県の魅力アップと藍染め・し
じら織り地場産業の振興を図ります。

（文言の修正）
　全国的認知度を高めるため
には、県内における認知度向
上を図る必要があるため、デ
ザインの多様化や商品数の確
保などにより、県内外で販売
を促進する方向で見直す。

●創業を目指す者に対して、無担保・無保証
人で融資し、創業者の資金調達の円滑化を図
ります。

2-3

　　　　　　　　　　　　　　　　５５５５　　　　伝統産業伝統産業伝統産業伝統産業のののの振興振興振興振興

２２２２－－－－３３３３　　　　創業応援創業応援創業応援創業応援とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　起業家起業家起業家起業家のののの育成支援育成支援育成支援育成支援

商工 Ａ

同左

（県政運営評価戦略会議）
　事業目的が藍染め・しじら
織り地場産業の振興を図ると
なっているが、具体的にどの
ように販売促進していくのか
見えてこないことから、Ｃ評
価とした。
　県職員が藍染めを着用する
など、様々な販売促進の施策
を検討して欲しい。

　平成24年度より信用保証協
会の協力を得て保証料率の引
き下げを行うなど、制度の利
用促進に努めた結果、利用が
増加し、既に平成26年度目標
値も達成しているため、成果
のさらなる向上を目指し、新
規融資件数の目標数値につい
て、上方修正する。

11 



12

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○あったかコンペ「平成藍大市」への
　参加企業数（累計）
　 [21]12社→[26]29社

○「平成藍大市あったかビジネス大賞」
　への参加企業数（累計）
   [21]12社 → [26]60社

○バイオマス利活用モデル地区数
　（累計）
　 [21]11地区 → [26]19地区

○バイオマス利活用モデル地区数
　（累計）
　 [21]11地区 → [26]26地区

25

26

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　環境関連技術環境関連技術環境関連技術環境関連技術をををを活活活活かしたかしたかしたかした産地産地産地産地づくりづくりづくりづくり

2-3

2-3

(上)
P79,
（下）
P35

数値目標の上方修正

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　挑戦挑戦挑戦挑戦するするするする中小企業中小企業中小企業中小企業へのへのへのへの支援支援支援支援

農林 Ａ

商工 Ａ

　当該コンペについては、平
成24年度に名称を含め内容を
再構築し、あったかビジネス
事業計画の認定事業者に特化
したものにするとともに、認
定事業者がコンペに参加しや
すいよう、内容を変更したた
め、事業概要及び数値目標に
ついて修正の必要が生じた。
　また、前年度に認定された
事業者を顕彰するため、新た
に「あったかビジネスプラン
優秀賞」を設置したところ、
コンペへの参加企業が増加し
たことから、数値目標を上方
修正する。

(下)
P35

文言の修正、数値目標の上方
修正

●県の認定等を受けた地域密着型の創業や経
営革新について、事業の成果を評価して顕彰
する県民参加型のコンペを実施し、その計画
達成を支援します。

●本県の特性を活かし、未利用木質資源など
バイオマス*の生産・利用を担う環境関連産
業の創出や、関連技術を活かした地域づくり
に取り組みます。

●あったかビジネス事業計画の認定を受けた
地域密着型の事業について、その成果やビジ
ネスプランを評価して顕彰する県民参加型の
コンペを実施し、その計画達成を支援しま
す。

同左

　「森林整備加速化・林業飛
躍基金」等の活用により、木
質バイオマスの利用が促進さ
れたことにより、平成２４年
度の実績値が目標数値を上
回ったことから、成果のさら
なる向上を目指し、バイオマ
ス利活用モデル地区（累計）
の目標数値について、上方修
正する。

12 



13

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○研究会におけるリチウムイオン電池に
　関連した検討テーマ数
   [23]～[26]2テーマ/年

○研究会における次世代産業分野に関連
　した検討テーマ数
　 [23]～[25]2テーマ/年
　 [26]3テーマ/年

○「将来成長が見込まれる分野」の企業
　立地優遇制度奨励指定企業数
　（全奨励指定企業数の内数）（累計）
　 [21]－ → [26]10社

○「将来成長が見込まれる分野」の企業
　立地優遇制度奨励指定企業数
　（全奨励指定企業数の内数）（累計）
　 [21]－ → [26]15社

28

27

２２２２－－－－４４４４　　　　新産業創出新産業創出新産業創出新産業創出とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　産学官共同研究等産学官共同研究等産学官共同研究等産学官共同研究等のののの促進促進促進促進

2-4

（上）
P81,
（下）
P39

（文言の修正、数値目標の変
更）
　リチウムイオン電池に関連
したテーマの検討は産学官連
携による研究を通じた次世代
産業創出を目指すうえでの一
分野であり、当該テーマはこ
れまでの取組により、太陽
光・風力・小水力に対応した
蓄電システムを開発し、企業
へ技術移転するとともに、既
に、県内への納入実績があ
り、一定の成果を上げてい
る。今後はリチウムイオン電
池の分野を含め、ＣＦＲＰな
ど他の次世代産業分野につい
ても応用製品の開発の検討状
況を明確にするため、事業概
要と数値目標の設定を見直
す。

●「リチウムイオン電池*」の世界最大級の
工場が立地する本県の優位性を活かし、産学
官連携による「次世代エネルギー活用促進研
究会」を設置し、リチウムイオン電池を活用
した応用製品の開発を促進します。

2-5
(下)
P41

数値目標の上方修正 商工

同左

●本県の強みを活かした「将来成長が見込ま
れる分野（「環境・エネルギー」、「医療・
介護・健康」分野）」の企業誘致を重点的に
推進します。

商工 Ｃ

Ａ

●「リチウムイオン電池*」の世界最大級の
工場が立地するなどの本県の優位性を活か
し、産学官連携による「次世代エネルギー活
用促進研究会」等を設置し、リチウムイオン
電池をはじめとした次世代産業分野の応用製
品の開発を促進します。

２２２２－－－－５５５５　　　　しごとイキイキとくしまづくりしごとイキイキとくしまづくりしごとイキイキとくしまづくりしごとイキイキとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　成長分野等成長分野等成長分野等成長分野等におけるにおけるにおけるにおける企業誘致企業誘致企業誘致企業誘致のののの推進推進推進推進

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である、研究会に
おけるリチウムイオン電池に
関連した検討テーマ数が２年
連続で目標に達していないこ
とから、Ｃ評価とした。

　平成26年度に予定されてい
る、高速道路の「全国共通料
金制度の導入」、「徳島ＩＣ
～鳴門ＪＣＴ開通」等による
飛躍的に向上する本県の立地
環境についてのＰＲ活動など
により、平成24年度の実績値
が数値目標を上回ったことか
ら、今後更なる企業誘致の推
進を目指し、目標数値を上方
修正する。

13 
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○「徳島県障害者の雇用の促進等に関す
　る条例」の制定
　 [24]制定

○「徳島県障がいがいがいがい者の雇用の促進等に関
　する条例」の制定
   [24]制定

○民間企業の障害者雇用率
　（Ｈ18対比増加幅）
   [21]全国2位 → [26]全国1位

○民間企業の障がいがいがいがい者雇用率
　（Ｈ18対比増加幅）
   [21]全国2位 → [26]全国1位

○民間企業の障害者雇用率
   [21]1.61％ → [26]2.00%
　 （法定雇用率）

○民間企業の障がいがいがいがい者雇用率
   [21]1.61％ → [26]2.00%
   （法定雇用率）

○○○○障障障障がいがいがいがい者者者者をををを雇用雇用雇用雇用しているしているしているしている民間企業数民間企業数民間企業数民間企業数
            [25]281社 [25]281社 [25]281社 [25]281社 → → → → [26]300社[26]300社[26]300社[26]300社

○県教育委員会の障害者雇用率
    [21]1.70％　全国27位 →
    [26]全国ベスト10入り

○県教育委員会の障がいがいがいがい者雇用率
    [21]1.70％　全国27位 →
    [26]全国ベスト10入り

教育30

●障がいがいがいがい者の雇用創出を促進するため、県教
育委員会の障がいがいがいがい者雇用率の向上を図りま
す。

文言の修正

●障害者の雇用創出を促進するため、県教育
委員会の障害者雇用率の向上を図ります。（上）

P83,
（下）
P41

Ｂ2-5

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　障障障障がいがいがいがい者者者者のののの職業的自立支援職業的自立支援職業的自立支援職業的自立支援

Ｃ29
2-5
(5-3)

（上）
P83,
P121,
（下）
P41,
P112

商工

●「徳島県障がいがいがいがい者の雇用の促進等に関する
条例」に基づき、職業訓練の実施及び充実な
ど、障がいがいがいがい者の職業的自立を支援する体制づ
くりを目指すとともに、障がいがいがいがい者雇用に関す
るネットワークを構築し、障がいがいがいがい者の雇用の
拡大を図ります。（県政運営評価戦略会議）

　数値目標のうち「民間企業
の障がい者雇用率」がどれだ
け伸びたかが最も重要である
が、雇用率が伸びておらず数
値目標を下回っていることか
ら、Ｃ評価とした。

（県議会）
　障がい者雇用対策について
は、障がい者を雇用していな
い企業に理解を求め、裾野の
広い雇用を促進するべきでは
ないか。

●「徳島県障害者の雇用の促進等に関する条
例」に基づき、障害者の職業能力開発に向け
た訓練等を実施するとともに、事業主をはじ
めとした県民の意識啓発を図り、個人、地
域、事業主、行政のそれぞれの立場で障害者
の職業的自立を支援する体制づくりを目指し
ます。

(文言の修正、数値目標の新
規設定）
　職業訓練の実施及び充実な
ど、障がい者の職業的自立を
支援する体制づくりを目指す
とともに、障がい者雇用に関
するネットワークを構築す
る。
　障がい者の雇用が企業に広
がっていることが実感できる
指標として、法定雇用率対象
企業のうち障がい者雇用のあ
る企業数を新たに目標に設定
し、障がい者雇用対策を推進
する。
　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

14 
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○とくしまジョブステーションを活用し
　た若年者の就職者数（累計）
   [21]483人 → [26]3,800人

○とくしまジョブステーションを活用し
　た若年者の就職者数（累計）
   [21]483人 → [26]5,0005,0005,0005,000人

○とくしまジョブステーションを活用し
　たＵターン等希望者、中高年齢者の
　就職者数（累計）
   [21]50人 → [26]250人

同左

○徳島県若者サポートステーションにお
　ける進路決定者数（累計）
   [21]96人 → [26]480人

○徳島県内の地域若者サポートステー
　ションにおける進路決定者数（累計）
   [21]96人 → [26]550人

商工 Ｂ

●若年者、Ｕターン等希望者、中高年齢者の
就業を総合的に支援するため、雇用関連サー
ビスをワンストップで提供する「とくしま
ジョブステーション」において求人情報の提
供や職業相談等を実施するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、県外県外県外県外
大学大学大学大学とのとのとのとの就職支援協定就職支援協定就職支援協定就職支援協定をををを最大限活用最大限活用最大限活用最大限活用しししし、、、、県県県県
外学生外学生外学生外学生ののののＵＵＵＵターンをターンをターンをターンを強力強力強力強力にににに促進促進促進促進しますしますしますします。。。。

●若年無業者（ニート*）等の就業を支援す
るため、「地域若者サポートステーション」
において、専門家による個別相談等を実施す
るとともに、支援機関のネットワークを活用
し、支援が必要な若年者の適切な誘導を行い
ます。

2-5
(6-5)

(上)
P137,
（下）
P42,
P135

文言の修正、数値目標の上方
修正

Ａ

●若年無業者（ニート*）等の就業を支援す
るため、「徳島県若者サポートステーショ
ン」において、専門家による個別相談等を実
施するとともに、支援機関のネットワークを
活用し、支援が必要な若年者の適切な誘導を
行います。 商工

（文言の修正、数値目標の上
方修正）
　とくしまジョブステーショ
ンを活用した若年者に対する
事業の成果・効果の更なる向
上を目指し、数値目標を上方
修正する。
　また、県外大学との就職支
援協定締結により県外学生の
Uターン促進を図ることか
ら、事業概要の記載を見直
す。

●若年者、Ｕターン等希望者、中高年齢者の
就業を総合的に支援するため、雇用関連サー
ビスをワンストップで提供する「とくしま
ジョブステーション」において求人情報の提
供や職業相談等を実施します。

　　　　　　　　　　　　　　　　６６６６　　　　就労支援就労支援就労支援就労支援とととと職業能力開発職業能力開発職業能力開発職業能力開発のののの充実充実充実充実

31

32

2-5
(6-5)

（上）
P83,
（下）
P42，
P135

　ジョブステーションを活用
した若年者に対する事業の積
極的な広報・周知により、と
くしまジョブステーションを
活用した若年者の就職者数
（累計）が目標よりも高い水
準で推移していることから、
成果・効果の更なる向上を目
指し、上方修正する。

（県議会）
　県内産業の持続的な発展の
ためには、若年労働力人口の
減少を止める施策の推進が必
要ではないか。

　事業の積極的な展開（県内
２箇所目の地域若者サポート
ステーションの設置）及び広
報・周知により、徳島県内の
地域若者サポートステーショ
ンにおける進路決定者数(累
計）が目標よりも高い水準で
推移していることから、成
果・効果の更なる向上を目指
し、上方修正する。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○自立支援プログラムを活用した就職者
　数（累計）
   [21]157人 → [26]280人

○自立支援プログラムを活用した就職者
　数（累計）
   [21]157人 → [26]370人

2-5
(下）
P42

　母子自立支援プログラム策
定事業のリーフレットを作成
し、児童扶養手当の申請時や
現況届の提出時などあらゆる
機会を捉えて広報した結果、
自立支援プログラムの策定が
増加し、就職の増加につなが
り、目標値を上回ったので、
更なる就労支援のため数値目
標を上方修正する。

33

同左

●母子家庭の母や、就労意欲があるにもかか
わらず就労できないひとり親家庭の子に対し
て、技能や資格を習得するための講習会や自
立支援プログラムの策定を実施し、就労を支
援します。 保健数値目標の上方修正 Ａ

16 
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○大阪中央卸売市場における青果物の
　都道府県別販売金額
   [21]第2位 → [26]第1位

同左

○「飛び出す」ブランド産地育成事業
　実施産地数（累計）
   [21]－ → [26]60産地

同左

○とくしま特選ブランド創出数（累計）
   [21]－ → [26]40ブランド

同左

○「とくしまブランド・クチコミ応援
　隊」育成数（累計）
   [21]－ → [26]1,200人

同左

○「とくしまブランド協力店」における
　徳島県フェアの開催回数（累計）
   [21]20回 → [26]150回

同左

○「新鮮 なっ！とくしま｣号の運行回数
　（累計）
   [21]246回 → [26]500回

同左

○徳島の活鱧ＰＲキャンペーン開催回数
　（累計）
   [21]2回 → [24]5回

○徳島の活鱧ＰＲキャンペーン開催回数
　（累計）
   [21]2回 → [26]7回

○「徳島産はも指定応援料理店」の県外
　店舗数（累計）
   [21]－ → [26]12店舗

同左

○野菜の作付け面積拡大（累計）
   [23]－ → [26]500ha

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　ひろがるひろがるひろがるひろがる「「「「とくしまブランドとくしまブランドとくしまブランドとくしまブランド」」」」戦略戦略戦略戦略のののの展開展開展開展開

（県政運営評価戦略会議）
　 とくしまブランド戦略の
展開として、流通販売体制に
ついて様々な角度から検討さ
れている。
　ブランド戦略を進めていく
際に食だけでなく、観光など
も含めた総合的な取り組みを
推進して欲しい。

34 2-6

(上)
P85,
(下)
P43

（文言の修正、数値目標の上
方修正）
　観光・物産・伝統芸能など
も含めた総合的な取組みをさ
らに推進するため、ブランド
化による県産品の振興を図る
ために選定している「特選阿
波の逸品」と贈答用品として
付加価値の高い農林水産物を
登録する「とくしま特選ブラ
ンド」を一体化し、販売力強
化の取組みを進める。
　また、鱧について、引き続
きPRを行いブランドの定着を
図っていくことから、数値目
標を上方修正する。

●「生鮮市場」はもとより「食品全般」を視
野に入れた「新鮮なっ！とくしま」号の全国
展開や、大都市、海外におけるＰＲ体制並び
に生産体制の強化を行います。

農林 Ｂ

●「生鮮市場」はもとより、加工品を含めて
「食品全般」を視野に入れたブランドの強化
を図り、「新鮮なっ！とくしま」号の全国展
開や、首都圏および関西圏をはじめとする大
都市、海外における販売体制並びに生産体制
の強化を行います。

２２２２－－－－６６６６　　　　ひろがるブランドとくしまづくりひろがるブランドとくしまづくりひろがるブランドとくしまづくりひろがるブランドとくしまづくり
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○労働力確保サポートバンクの登録者数
　（累計）
　 [21]－ → [26]100人

○労働力確保サポートバンクの登録者数
　（累計）
　 [21]－ → [26]150人

○エコファーマー認定数
　 [21]1,164人 → [26]1,500人

○エコファーマーマークの利用件数
　（累計）
   [21]882件 → [26]1,000件

（下）
P45

35

36

2-6

Ｃ

南部

●化学肥料・化学農薬の使用低減や施設園芸
等の省エネ・省コスト・省ＣＯ2*技術の導入
に取り組む生産者を育成・支援します。

農林2-6
(下）
P46

（数値目標の変更）
　昨今、農業者の高齢化等に
伴いエコファーマー数は伸び
悩んでいる状況である。
　今後は、エコファーマーに
ついて、自己の農産物に対す
る責任感や、環境負荷の軽減
など、取り組みの「質」の向
上を目指すこととし、活動の
強化を測る指標として、エコ
ファーマーが土づくりを行
い、減農薬・減化学肥料で生
産した農産物であることを示
す、「エコファーマーマー
ク」の利用件数を新たな目標
とする。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標であるエコファー
マー認定数が目標設定時であ
るH21をも下回っていること
から、Ｃ評価とした。
　農業就業者自体が減ってき
ていることを考えると、やむ
を得ない面もあるが、今後は
人数よりもその質を上げるこ
とを目標としてはどうか。

同左

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　ブランドブランドブランドブランド品目品目品目品目のののの振興振興振興振興とブランドとブランドとブランドとブランド産地産地産地産地のののの育成育成育成育成

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　環境環境環境環境へのへのへのへの負荷負荷負荷負荷のののの少少少少ないないないない「「「「農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業」」」」のののの推進推進推進推進

　平成23年8月に労働力確保
サポートバンク（無料職業紹
介所）を開設し、労働力の確
保体制を整備した。平成24年
度には品目毎の作業手順に雇
用管理を含めた総合マニュア
ルを策定したことから順調に
登録者は増加しており、既に
26年度目標値を達成している
ため、さらなる労働力の確保
を目指し、労働力確保サポー
トバンクの登録者数の目標数
値について、上方修正する。

数値目標の上方修正 Ａ

●阿南・丹生谷地域において、「労働力確保
サポートバンク」を設立し、農作業の労働力
不足を解消するとともに、ブランド産地の生
産力の維持・強化を図ります。

18 
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○耕作放棄地へのみつまたの新規作付け
　面積（累計）
   [21]250a → [26]500a

○耕作放棄地へのみつまたの新規作付け
　面積（累計）
   [21]250a → [26]550a

○製材工場1工場当たりの県産材使用量
   [21]860㎥ → [26]1,300㎥

同左

○製材品出荷量に占める人工乾燥材割合
   [21]16％ → [26]27％

○製材品出荷量の占める人工乾燥材割合
   [21]16％ → [26]35%

○製材ＪＡＳの認定工場数（累計）
   [21]－ → [26]16工場

同左

38

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　県産材県産材県産材県産材のののの加工体制加工体制加工体制加工体制のののの強化強化強化強化

Ａ2-6
（下）
P48

数値目標の上方修正

　補助事業の利用および普及
促進の成果により植栽が進
み、既に平成26年度目標値を
達成しているため、新規作付
け面積の累計値について上方
修正する。

数値目標の上方修正

●木材の加工規模を拡大するとともに、高度
な木材加工機械の導入支援を行って安心な品
質を保証するJAS取得の推進や、径級・品質
等に応じた高品質かつ安定供給可能な供給体
制づくりを支援します。

農林2-7

(上)
P87,
（下）
P50

●県西部圏域において、立地条件に即した耕
作放棄地の解消を推進します。

Ｂ

西部

同左

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　６６６６　　　　ブランドブランドブランドブランド産地産地産地産地をををを支支支支えるえるえるえる基盤整備基盤整備基盤整備基盤整備

２２２２－－－－７７７７　　　　次世代次世代次世代次世代をををを支支支支えるえるえるえる林業林業林業林業とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

37

　市場から要求されている人
工乾燥材の生産量を増やすた
め、林業飛躍基金事業により
木材乾燥機の導入を積極的に
進めたことにより、平成２４
年度の実績値が目標数値を上
回ったことから、成果のさら
なる向上を目指し、製材品出
荷量に占める人工乾燥材割合
の目標数値について、上方修
正する。

19 



20

基本目標3基本目標3基本目標3基本目標3「「「「安全安心安全安心安全安心安全安心・・・・実感実感実感実感とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

○防災センター利用者数
　（移動防災センター含む累計）
   [21]193,269人 → [26]430,000人

同左

○移動防災センター開催回数
   [23]～[26]年100回開催

○移動防災センター開催回数
　 [23]～[25]年100回開催
　 [26]年150回開催

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

　渇水等における被害対策に
ついては、組織横断的な対応
が必要なため、関係部局を追
加する。

　関係機関との積極的な連携
強化により、実施回数が増加
傾向にあるため、年間の開催
回数を上方修正する。

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　防災施設等防災施設等防災施設等防災施設等のののの整備整備整備整備

39 3-1
(下)
P53

●那賀川水系における渇水被害の軽減を図る
ため、企業・農業の生産活動の維持、緊急時
の水源確保、水使用の合理化など、総合的な
対策を推進します。

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

40 数値目標の上方修正3-1
(下)
P56

●消防学校・防災センターについて、県庁災
害対策本部の補完、防災関係者の活動拠点、
支援物資の集配など、災害対策拠点としての
機能の充実を図ります。また、センター展
示・地震体験車を活用した移動防災センター
を開催し、県民の防災意識の向上を図りま
す。

Ａ

３３３３－－－－１１１１　　　　みんなでみんなでみんなでみんなで守守守守るとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　危機管理体制危機管理体制危機管理体制危機管理体制のののの拡充強化等拡充強化等拡充強化等拡充強化等

文言の修正、部局の追加

商工
 ・
農林
 ・
県土
 ・
企業

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

●那賀川水系等における渇水被害の軽減を図
り、企業・農業の生産活動を維持するため、
緊急時の水源確保、水使用の合理化など、総
合的な対策を推進します。

同左

Ａ

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

危機
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○長寿命化計画策定済み施設数
   [21]693施設 → [26]900施設

○長寿命化計画策定済み施設数
 　[21]693施設 → [26]1,000施設

○○○○老朽化対策老朽化対策老朽化対策老朽化対策にににに着手着手着手着手したしたしたした橋梁数橋梁数橋梁数橋梁数
　 　 　 　 [21]54橋 [21]54橋 [21]54橋 [21]54橋 → → → → [26]166橋[26]166橋[26]166橋[26]166橋

○水産物供給基盤機能保全計画策定済
　漁港数
   [21]2漁港 → [26]13漁港

同左

○「防災教育推進パートナー」の登録
　（累計）
   [21]52人 → [26]300人

○「防災教育推進パートナー」の登録
　（累計）
   [21]52人 → [26]600人

●公共施設の老朽化に備え、必要な機能を維
持しつつ、将来の改良・更新コストを抑制す
るため、構造物の長寿命化計画策定を推進し
ます。

41

(上)
P89,
(下)
P56

3-1

（文言の修正、数値目標の上
方修正、数値目標の新規設
定）
　対象とする構造物にトンネ
ルを加え、数値目標を上方修
正する。
　また、橋梁における老朽化
対策の数値目標を追加する。

●防災人材育成センターが主体となって、学
校からの要望に応じて県職員等が出向く「ま
なぼうさい教室」の開催や、教員を「防災教
育推進パートナー」として登録・支援するな
ど、学校における防災教育に対する総合的な
支援を行います。数値目標の上方修正

(上)
P89,
(下)
P57

　各学校への働きかけを強化
し、各学校との連携強化が図
られたことにより、数値目標
を達成したことから、登録者
数の目標を上方修正する。

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　防災防災防災防災をををを担担担担うううう人材人材人材人材のののの育成育成育成育成

3-142

同左

危機

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標のうち、漁港数が
目標に達していないことから
Ｂ評価とした。
　長寿命化計画策定済み施設
数は最終年度の目標を既に達
成しているが、今後は、その
対象施設をトンネルなどに拡
大していってはどうか。

（県議会）
　道路や橋梁、港湾などの重
要な社会資本については、速
やかな老朽化対策を実施する
べきではないか。

Ｂ

Ａ

県土
・
農林

●公共施設の老朽化に備え、必要な機能を維
持しつつ、将来の改良・更新コストを抑制す
るため、構造物の長寿命化計画策定を推進すすすす
るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、老朽化対策老朽化対策老朽化対策老朽化対策をををを図図図図りますりますりますります。。。。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○街頭犯罪発生件数
　 [21]2,503件 →
   [26]21年対比で抑止（減少）

○街頭犯罪発生件数
   [24]2,178件 →
   [26]24年対比で抑止（減少）

○侵入窃盗の発生件数
　 [21]408件 →
   [26]21年対比で抑止（減少）

○侵入窃盗の発生件数
   [23]228件 →
   [26]23年対比で抑止（減少）

○振り込め詐欺の発生件数
　 [21]59件 →
   [26]21年対比で抑止（減少）

○振り込め詐欺の発生件数
   [24]13件 →
   [26]24年対比で抑止（減少）

○振り込め類似詐欺の発生件数
　 [23]15件 →
   [26]23年対比で抑止（減少）

同左

○大学生による薬物乱用防止指導員数
　（累計）
　 [21]－ → [26]100人

○大学生による薬物乱用防止指導員数
　（累計）
　 [21]－ → [26]125人

3-1 Ａ

数値目標の上方修正 警察

数値目標の上方修正

●麻薬等の不正流通及び乱用を防止するた
め、関係機関及び団体が連携して取締を行う
とともに、多数の薬物乱用防止指導員、さら
に未来を担う大学生による薬物乱用防止指導
員も加え、積極的に啓発活動に取り組みま
す。

43

(下)
P58

　大学生の薬物乱用防止指導
員数は、県内大学へ積極的に
働きかけた結果、25年度実績
で目標数を達成することが確
実であるため、成果・効果の
さらなる向上を目指し、大学
生による薬物乱用防止指導員
数（累計）の目標数値の上方
修正する。

　平成22年度から、県下全域
において防犯講習、防犯キャ
ンペーン等の啓発活動や防犯
ボランティア団体の活性化
等、各種防犯施策に取り組ん
だ結果、年による発生件数の
増減はあるものの「街頭犯罪
発生件数」、「侵入窃盗の発
生件数」、「振り込め詐欺の
発生件数」は、H22以降、H21
の目標数値を全て達成してい
ることから、これら犯罪の更
なる抑止を図るため、最近で
最も少なかった年を基準に、
発生件数の抑止目標を上方修
正する。

44

3-1

(上)
P91,
(下)
P58

Ｂ

●自転車盗、車上ねらいなど県民に身近な街
頭犯罪等の集中的な抑止対策を行うととも
に、振り込め詐欺等の撲滅に向けた取組を推
進します。

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　７７７７　　　　安全安全安全安全でででで安心安心安心安心なまちづくりのなまちづくりのなまちづくりのなまちづくりの推進推進推進推進

同左

保健
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○交通事故による死者数
   [21]48人 → [26]30人台後半

同左

○「交通マナーアップ推進月間
　（7月・8月）」の創設
　 [23]創設

同左

○交通マナーアップ宣言団体数（累計）
   [21]－ → [26]3,600団体以上

同左

○運転席
   [21]94.3％ → [26]98％以上

同左

○助手席
   [21]80.2％ → [26]98％以上

同左

○後部席
   [21]35.5％ → [26]55％以上

同左

45

（文言の修正）
　平成25年４月には交通事故
死者が急増したことから、自
己点検・評価において「交通
事故の死者数」の抑止目標が
「達成」困難としていた。
　しかし、４月末と８月末に
交通死亡事故多発警報を発令
し、市町村、警察、関係機
関・団体とともに交通安全啓
発活動を強化した結果、１０
月末現在死者数は３９人と一
定の歯止めがかかっているこ
とから、目標達成は可能と判
断する。
　さらに対策を推進するた
め、高齢者宅訪問活動の強化
を事業内容に追加する。

（県政運営評価戦略会議）
　交通マナーアップ推進月間
は成果を上げているため、５
項目をしっかり対応してほし
い。
　ゴミのポイ捨てや運転中の
携帯電話などが見受けられる
ため、マナー向上対策を。

Ｂ

シートベルト着用率

危機
・
警察

　　　　　　　　　　　　　　　　９９９９　　　　交通交通交通交通ルールルールルールルール遵守遵守遵守遵守とマナーのとマナーのとマナーのとマナーの向上向上向上向上

(上)
P91,
(下)
P59

3-1

●関係機関・団体と連携し、高齢者等を対象
とした参加体験型の講習会等の開催や高齢者
宅訪問活動を強化するなど、交通事故の抑止
に向け、交通ルールの遵守とマナーアップの
ための事業を実施します。

同左

●関係機関・団体と連携し、高齢者等を対象
とした参加体験型の講習会等を開催するな
ど、交通事故の抑止に向け、交通ルールの遵
守とマナーアップのための事業を実施しま
す。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○自主防災組織率
   [21]83.7％ → [26]100％

同左

○市町村単位の自主防災組織連絡会の
　結成
   [21]8市町村 →
   [26]全市町村（24市町村）

同左

○４県（三重県・和歌山県・徳島県・
　高知県）自主防災組織交流大会の開催
   [23]開催

同左

○地域防災推進員養成研修会修了者数
　（累計）
   [21]157人 → [26]300人

○地域防災推進員養成研修会修了者数
　（累計）
   [21]157人 → [26]500500500500人

○寄り合い防災講座の開催
　 [23]～[26]年250回開催

○防災出前講座防災出前講座防災出前講座防災出前講座の開催
　 [23]～[26]年250回開催

（県議会）
　南海トラフ巨大地震対策に
「死者ゼロ」を目指す旨を記
述し、一層の強化を図るべき
ではないか。

（県議会）
　南海トラフ巨大地震対策に
ついて、一層の強化を図るべ
きではないか。
　また、数値目標について、
もう少し積極的に上方修正し
て欲しい。

（文言の修正）
　被害想定の公表を踏まえ、
「死者ゼロ」を目指す取り組
みを加速化する旨を追記す
る。

47

46
●南海トラフ巨大地震のののの被害想定公表被害想定公表被害想定公表被害想定公表をををを踏踏踏踏
まえまえまえまえ、、、、死者死者死者死者ゼロをゼロをゼロをゼロを目指目指目指目指すすすす「徳島県地震対策
行動計画」の取組取組取組取組をををを加速化加速化加速化加速化しししします。

●市町村が実施する自主防災組織*の結成促
進と活動の活性化を支援するとともに、地域
防災推進員を養成するなど地域防災力の強
化・促進を図ります。

●南海トラフ巨大地震に備える「徳島県地震
対策行動計画」の着実な推進を図ります。

Ａ危機

（文言の修正、数値目標の上
方修正）
　県民の「津波避難意識」の
向上を目的とした寄り合い防
災講座を開催するよう見直
す。
　また、地域防災推進員養成
研修の実施内容を拡充したこ
とにより、平成24年度の実績
が既に数値目標を上回ったこ
とから、講座修了者の目標を
上方修正する。

3-2
(下)
P61

３３３３－－－－２２２２　　　　いのちをいのちをいのちをいのちを守守守守るとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくり

Ｂ3-2

(上)
P93,
(下)
P62

●市町村が実施する自主防災組織*の結成促
進と活動活性化のののの支援、地域防災推進員のののの養
成、、、、県民県民県民県民のののの「「「「津波避難意識津波避難意識津波避難意識津波避難意識」」」」のののの向上向上向上向上をををを目的目的目的目的
としたとしたとしたとした防災出前講座防災出前講座防災出前講座防災出前講座のののの開催開催開催開催など地域防災力
の強化・促進を図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　南海南海南海南海トラフトラフトラフトラフ巨大地震巨大地震巨大地震巨大地震へのへのへのへの的確的確的確的確なななな対応対応対応対応

危機

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　地域防災力地域防災力地域防災力地域防災力のののの強化強化強化強化

24 
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○災害ボランティア講習会参加者数
　（累計）
   [21]2,641人 → [26]5,000人

同左

○「県庁消防応援隊」の創設
   [24]創設

○「県庁災害避難災害避難災害避難災害避難応援隊」の創設
   [24]創設

○「南部防災館」の研修・講座等受講者
　数（累計）
   [21]－ → [26]11,000人

○「南部防災館」の研修・講座等受講者
　数（累計）
   [21]－ → [26]26,000人

危機
・
保健

●県庁内に自主防災活動組織を創設し、津
波・地震等の大きな災害が発生した時の初期
活動として、県庁舎に一時避難してくる地域
住民等の誘導、手助け等を行います。

同左

●災害発生時のボランティア活動は極めて重
要であることから、災害ボランティア講座や
県社会福祉協議会、市町村社会福祉協議会等
と連携して取り組む災害ボランティアセン
ター訓練等を実施し、県民の理解を深めると
ともに、ボランティアの力が効果的に発揮さ
れるよう活動環境の整備を促進します。

(上)
P93,
(下)
P63

Ｂ

●災害発生時のボランティア活動は極めて重
要であることから、災害ボランティア講座等
を開催し、県民の理解を深めるとともに、ボ
ランティアの力が効果的に発揮されるよう活
動環境の整備を促進します。(下)

P62
3-2

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である災害ボラン
ティア講習会参加者数が、目
標を若干下回っているが、市
町村レベルでも行われている
ことを勘案し、Ｂ評価とし
た。
　今後とも、市町村の社会福
祉協議会と連携しながら、取
組に力を入れていってもらい
たい。

（県政運営評価戦略会議）
　災害はいつ起こるか分から
ないという点から言えば、検
討から２年経過し、まだ結成
できていないのは、取り組み
が遅いといわざるを得ず、Ｃ
評価とした。
　設置するのか、しないのか
速やかに結論を出すこと。

　南部防災館の防災講座を積
極的に推進することにより、
平成２４年度受講者数は前年
度を大幅に上回り、累計受講
者数は平成２６年度目標値を
達成していることから、目標
数値について、上方修正す
る。

（文言の修正）
　対象とする事象を大規模災
害発生時の初期活動として、
地域住民の避難活動支援を行
う方向で見直しを行う。
（平成25年度県庁内に活動組
織を創設）

（文言の修正,部局の追加）
　災害ボランティアの活動環
境の整備について、県社会福
祉協議会や市町村社会福祉協
議会等と連携して取り組む災
害ボランティアセンター訓練
等を事業内容に追加し、位置
づける。

(下）
P63

Ａ

●県南部圏域において、自主防災組織相互間
の交流や情報交換を行う、市町村連絡会の結
成を促進するとともに、自主防災活動に関す
る相談・助言や防災リーダーの育成等、「南
部防災館」を活用した自主防災組織の能力向
上のための研修・講座等を実施します。数値目標の上方修正 南部

48

49

50 3-2

3-2 Ｃ危機

●県庁内に自主防災活動組織を創設し、地域
の一事業所として近隣での火災や災害発生時
において、人的支援を行います。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○○○○老朽危険空老朽危険空老朽危険空老朽危険空きききき家家家家のののの除却除却除却除却（（（（累計累計累計累計））））
　 　 　 　 [24]33戸 [24]33戸 [24]33戸 [24]33戸 → → → → [26]150戸[26]150戸[26]150戸[26]150戸

○水道の基幹管路の耐震適合率
　 [21]18.4％ → [26]35.0％

同左

○県南地域における県産ＬＥＤ避難誘導
　施設の設置数（累計）
   [21]－ → [26]100件

同左

　これまでの取組に加え、近
い将来、その発生が予想され
る「南海トラフ巨大地震」に
備え、防災拠点における水確
保に特化した取組を推進する
ため、当面の目標として「水
道整備に向けた新たな方針」
（仮称）を早期に示し、この
方針に基づき対策を推進する
こととする。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標が達成されておら
ずＣ評価とした。
  県産ＬＥＤ製品が車両乗り
入れ部に設置できないなどの
課題はあるが、市町との連携
を図り、目標を達成するよう
に取り組んで欲しい。

52

53

●津波到達時間の短い県南地域において、夜
間停電時にも指定避難場所へ安全迅速に避難
できるよう、ＬＥＤやソーラーシステムを用
いた避難誘導灯、自発光鋲、道路照明灯を設
置する市町を支援するとともに、重点的に県
管理施設に設置することにより、津波避難誘
導路の整備を推進します。

●津波到達時間の短い県南地域において、夜
間停電時にも指定避難場所へ安全迅速に避難
できるよう、ＬＥＤやソーラーシステムを用
いた避難誘導灯、自発光鋲、道路照明灯を設
置する市町を支援するとともに、県管理施設
にも設置することにより、津波避難誘導路の
整備を推進します。

●津波避難困難地域を解消するため、避難路
や避難施設の整備等を進めるとともに、避難
路に面した倒壊の危険性がある空き家やブ
ロック塀等の除去を促進します。また、津波
避難タワー等津波避難施設の整備を促進しま
す。

●津波避難困難地域を解消するため、地域地域地域地域のののの
実情実情実情実情にににに応応応応じたじたじたじた避難路や避難施設の整備等を
きめきめきめきめ細細細細やかにやかにやかにやかに進進進進めめめめ、、、、避難路に面した倒壊の
危険性がある空き家やブロック塀の除去を推推推推
進進進進するとともにするとともにするとともにするとともに、「、「、「、「助助助助かったかったかったかった命命命命をををを助助助助けるけるけるける」」」」
避難所避難所避難所避難所のののの機能強化等機能強化等機能強化等機能強化等にもにもにもにも取取取取りりりり組組組組みますみますみますみます。。。。ま
た、津波避難タワー等津波避難施設の整備を
促進します。

3-2

3-2

（文言の修正、数値目標の新
規設定、部局の追加）
　「命を守る72時間」への対
応を含めた避難者対策を強化
するため、避難所の機能強化
等にも取り組むよう見直す。
　また、老朽危険空き家の除
却を促進する観点から、数値
目標を追加する。

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　地震地震地震地震・・・・津波災害津波災害津波災害津波災害にににに強強強強いまちづくりいまちづくりいまちづくりいまちづくり

51
危機
・・・・

県土県土県土県土

（県議会）
　倒壊の危険性のある空き家
について、空き家の除却数を
新たな数値目標に設定し、取
組みを推進するべきではない
か。

Ｃ南部
(下)
P66

文言の修正

●南海トラフ巨大地震に備えるため、「水道
整備に向けた新たな方針」（仮称）に基づ
き、水確保の取組を推進するとともに、水道
施設の耐震化がスムーズに実施できるよう市
町村に対し支援を行い、「地震に強い水道」
を目指します。

●水道施設の耐震化がスムーズに実施できる
よう市町村に対し支援を行い、「地震に強い
水道」を目指します。

危機 Ｂ

3-2

(上)
P93,
(下)
P64

(下)
P66

（文言の修正）
　県管理施設について重点的
に津波避難誘導灯を設置する
ことにより、平成25年度の目
標設置数の達成を見込んでお
り、引き続き、整備を推進す
る。

Ａ
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○戸別訪問等の実施戸数（累計）
　[21]19,500戸 → [26]79,000戸

同左

○木造住宅の耐震診断への支援
   [23]～[26]県民ニーズに100％対応

同左

○補助金交付要綱策定市町村数（累計）
　 [21]5市町村 → [26]24市町村

○診断義務付け建築物への補助制度創設
　市町数
   [21]4市町 → [26]7市町

●耐震改修が必要な特定の民間建築物（一定
要件の病院・劇場・百貨店・マンション等）
についてリストを作成し，市町村に補助制度
の創設を促すとともに，耐震診断や改修への
補助を行う市町村に対し，助成を行います。3-2

54 3-2

　　　　　　　　　　　　　　　　５５５５　　　　木造住宅等木造住宅等木造住宅等木造住宅等のののの耐震化促進耐震化促進耐震化促進耐震化促進

（県政運営評価戦略会議）
　南海トラフ巨大地震などの
大災害による被害者を減らす
ために、早急に取り組むべき
課題であるが、H24の目標に
対して2分の１の市町村しか
達成できていないことから、
Ｄ評価とした。

(下)
P67

Ｄ

Ａ

55

（文言の修正）
　木造住宅の耐震化を促進す
る観点から、徳島県耐震改修
促進計画に基づき、文言を修
正する。

県土

（文言の修正、数値目標の変
更）
　県では全国に先駆け、平成
17年度から民間建築物の耐震
化支援制度を設け、全ての市
町村に制度創設を働きかけて
きたが、耐震改修促進法の改
正（平成25年5月改正、11月
施行）により、特定の民間建
築物や避難路を閉塞させる恐
れがある建築物について、耐
震診断の実施とその結果の報
告が義務付けられた。
　このため、まずは、法で指
定された「診断義務付け建築
物」について、確実に支援が
可能となるよう、目標を見直
す。

●住宅の倒壊等から助かる命を助けるため、
県下の新耐震基準以前の木造住宅について耐
震化の取組を促進します。

●住宅の倒壊等から助かる命を助けるため、
徳島県耐震改修促進計画徳島県耐震改修促進計画徳島県耐震改修促進計画徳島県耐震改修促進計画にににに基基基基づきづきづきづき、、、、平成平成平成平成３３３３
２２２２年度末年度末年度末年度末のののの住宅住宅住宅住宅のののの耐震化率耐震化率耐震化率耐震化率１００１００１００１００％％％％をををを目標目標目標目標
にににに、、、、木造住宅の耐震化の取組を促進します。

県土

●耐震改修促進法の改正により、新たに耐震
診断･報告が義務付けられた特定の民間建築
物のリストを作成し、診断義務付け建築物が
ある全ての市町村に、補助制度の創設･拡充
を促すとともに、国・県による支援制度の拡
充を行います。

(上)
P93,
(下)
P66

（県議会）
　耐震化は、民間住宅につい
ても100%達成と示すべきでは
ないか。また、補助金の充実
も図るべきではないか。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○「先進的に取り組む事業者」の登録・
　公表制度の創設
   [24]創設

同左

○リスクコミュニケーション*としての体
　験型意見交換会等参加者数（累計）
   [21]3,682人 → [26]6,700人

○リスクコミュニケーション*としての体
　験型意見交換会等参加者数（累計）
   [21]3,682人 → [26]7,200人

○ＢＳＥ全頭検査
　 [23]～[26]継続実施

○ＢＳＥ検査
   [23]～[25]全頭検査継続
   [26]48箇月齢超検査

3-357

56

文言の修正、数値目標の変更 Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　とくしまとくしまとくしまとくしま食食食食のののの安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心ブランドのブランドのブランドのブランドの推進推進推進推進

●ＢＳＥ発生の予防及びまん延防止を図ると
ともに、食肉とされるすべての牛についてＢ
ＳＥ検査を実施し食肉の安全を確保します。

危機

危機

(上)
P97,
(下)
P70

3-3

(下)
P71

　中学生を対象としたジュニ
ア食品安全ゼミナールを積極
的に推進した結果、数値目標
を上回ったため、体験型意見
交換会等参加者数の目標値に
ついて、上方修正する。

　国が科学的根拠に基づき
BSE検査対象月齢を見直しし
たことに伴い、県民への情報
提供を十分に実施した上で全
頭検査を見直し、平成２５年
７月から４８箇月超とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　食食食食のののの安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心のののの総合的推進総合的推進総合的推進総合的推進

●消費者・事業者・行政が連携して、食の信
頼関係を確保するため、消費者・事業者の自
主的な取組を支援するとともに、県民参加型
の食の安全・安心を推進する事業を展開しま
す。

Ａ数値目標の上方修正

３３３３－－－－３３３３　　　　くらしをくらしをくらしをくらしを守守守守るとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくり

同左

●ＢＳＥ発生の予防及びまん延防止を図ると
ともに、食肉とされるすべての牛（平成２５
年７月からは４８箇月齢超の牛）についてＢ
ＳＥ検査を実施し食肉の安全を確保します。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○「とくしま食品表示Gメン」の創設
   [24]創設

同左

○とくしま食品表示Ｇメンの立入調査
　事業者数
   [23]－ → [25]～[26]120事業者/年

同左

○飲食店への景品表示法の啓発・講習
   [21]－ → [26]30回/年

○研修会の受講者数（累計）
   [21]－ → [26]300人

○研修会の受講者数（累計）
   [21]－ → [26]350人

○「精神科救急情報センター」の設置
     [24]設置

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　７７７７　　　　精神科救急医療体制精神科救急医療体制精神科救急医療体制精神科救急医療体制のののの整備整備整備整備

60 3-4
(下)
P76

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

文言の修正

●緊急な医療を必要とする精神障害者等が、
迅速かつ適切な医療を受けられるように、体
制整備を進めます。

●緊急な医療を必要とする精神障がいがいがいがい者等
が、迅速かつ適切な医療を受けられるよう
に、体制整備を進めます。

保健 Ａ

58

　メニューの不適正表示が相
次いで発覚していることか
ら、景品表示法に基づく啓
発・講習について新たな数値
目標を設定するとともに、文
言を修正する。
 「食の安全安心推進条例」
を改正し、食品表示の適正化
を図るよう見直す。

　メニューの不適正表示が相
次いで発覚していることか
ら，消費者に対する研修内容
に景品表示法などを加え,研
修会の受講者数の目標値につ
いても上方修正する。

３３３３－－－－４４４４　　　　しっかりしっかりしっかりしっかり医療医療医療医療とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

Ａ

文言の修正、数値目標の上方
修正

Ａ

●食品の産地偽装等や食材の虚偽表示など、
食に関する問題が相次ぐ中、商品選択に役立
つ知識を消費者に学んでいただくＪＡＳ法や
景品表示法等の食品表示に関する研修会の開
催を推進します。

3-3

(上)
P97,
(下)
P71

危機

59 3-3
(下)
P72

文言の修正、数値目標の新規
設定

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　食品表示食品表示食品表示食品表示のののの適正化適正化適正化適正化

●産地偽装など食品の不適正表示の未然防止
を図り、食品表示の適正化を推進するため、
監視体制の充実強化を行います。

●産地偽装など食品の不適正表示の未然防止
を図り、食品表示の適正化を推進するため、
監視体制の充実強化を図るとともに、食品表
示に関する啓発を推進します。さらにさらにさらにさらに「「「「食食食食
のののの安全安心推進条例安全安心推進条例安全安心推進条例安全安心推進条例」」」」をををを改正改正改正改正しししし、、、、食品表示食品表示食品表示食品表示
のののの適正化適正化適正化適正化のののの強化強化強化強化をををを図図図図りますりますりますります。。。。

危機

●食品の産地偽装等の問題が相次ぐ中、商品
選択に役立つ知識を消費者に学んでいただく
食品表示に関する研修会の開催を推進しま
す。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○徳島大学に県立病院の診療機能を補完
  する寄附講座の設置
    [21] － →[23]4講座

同左

○医療情報システム（遠隔画像診断等）
  の構築
　 [25]構築

同左

○看護職員従事者数（常勤換算）
   [21]11,610人 → [26]12,640人

同左

62

　「地域医療再生計画」の計
画期間が、平成２５年度から
平成２７年度まで延長変更さ
れたため、文言を修正する。

61 3-4
(下)
P76

保健 Ａ文言の修正

●平成21年度から平成25年度の5カ年を計画
期間とした「地域医療再生計画」を着実に推
進し、地域の医療提供体制の充実を図るとと
もに、地域間におけるバックアップ体制の確
保を図ります。

3-4

（文言の修正）
　「第七次徳島県看護職員需
給見通し」で推計した平成24
年の再就業者数の見込みよ
り、実際の再就業者数が少な
いことから、地域の実情に応
じた看護職員確保対策を推進
するため、ナースセンター機
能の強化を推進する。また、
平成２６年度には「第８次看
護職員需給見通し」の策定に
着手することとしており、そ
こで「第7次看護職員需給見
通し」の検証を行い、需要に
合った看護職員の確保の検討
を行う。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である看護職員従
事者数が目標を達成していな
いことから、Ｃ評価とした。
　なお、看護職員を定着させ
るための対策などについて、
更なる取組が必要である。

(下)
P78

●県民の医療に対するニーズの増大に対応す
るため、看護職員の養成及び県内定着促進・
離職防止、再就業の支援等を行い、需要に見
合った看護職員の確保を図るとともに、資質
向上に取り組みます。

●「地域医療再生計画」を着実に推進し、地
域の医療提供体制の充実を図るとともに、地
域間におけるバックアップ体制の確保を図り
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　８８８８　　　　安全安全安全安全でででで安心安心安心安心できるできるできるできる医療医療医療医療のののの提供提供提供提供

●県民の医療に対するニーズの増大に対応
し、看護職員の養成及び県内定着促進・離職
防止、再就業の支援を行うため、ナースセン
ター機能を強化し、地域の実情に応じた看護
職員確保対策を推進します。また、需要に見
合った看護職員の確保対策の検討を行うとと
もに、資質向上に取り組みます。

保健 Ｃ
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○若年者献血者数（16歳～29歳）
   [21]7,181人 → [26]8,200人

同左

○献血モバイル会員登録者数（累計）
   [21]1,044人 → [26]2,300人

○献血モバイル会員登録者数（累計）
   [21]1,044人 → [26]3,600人

○三大疾病による壮年期死亡率
　（壮年期人口10万対）
   [21]171.6 → [26]160.4

同左

○健康づくりに関する協力事業所数
   [24]1,296事業所 → [26]2,300事業所

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　健康寿命健康寿命健康寿命健康寿命のののの延伸延伸延伸延伸

3-4 保健

同左

Ｃ

Ｂ

保健

●献血について一層の普及啓発を図るととも
に、若年層に身近なメディア（タウン誌、携
帯電話等）を活用した各種啓発を実施し、献
血者の増加を図ります。

（数値目標の新規設定）
　現在の数値目標達成に向け
た具体的な取組として、「健
康づくりに関する協力事業所
数」の増加を新たに示し、そ
の目標数値を設定する。

(下)
P79

●生活習慣の改善を通じて生活習慣病の発症
や重症化の予防等を推進することにより、三
大疾病である「がん、心疾患、脳卒中」の死
亡率改善を図ります。

3-564

　献血モバイル会員の登録者
数については、若者向けタウ
ン誌の活用等周知に努めたこ
とにより、平成25年度の実績
見込みが目標値を上回ると推
計されるため、成果・効果の
さらなる向上を目指し、献血
モバイル会員登録者数の目標
数値について、上方修正す
る。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である三大疾病に
よる壮年期死亡率（H２３実
績）が、H21よりも悪化して
いることから、Ｃ評価とし
た。
　成果指標（アウトカム）に
分類される目標は、結果が伴
うまでに時間がかかることも
あることから、活動指標（ア
ウトプット）に分類される目
標も検討してはどうか。

３３３３－－－－５５５５　　　　生涯健康生涯健康生涯健康生涯健康とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

63 数値目標の上方修正

同左

(下)
P78
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○がんの75歳未満年齢調整死亡率
　（人口10万対）
   [21]78.5 → [26]72.4

同左

○がん検診受診率の向上
   [19]胃23.5%、大腸18.0%、肺20.2%、
  　　 乳房17.0%、子宮19.0% →
   [26]胃･大腸･肺当面40%､乳房･子宮50%

同左

○がん検診チェックリストによる全市町
　村における精度管理の実施
   [24]肺･胃･大腸がんについて実施 →
   [26]全５がん（肺･胃･大腸･乳･子宮
       がん）について実施

Ｃ65 3-5

(上)
P101,
(下)
P80

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標であるがんの７５
歳未満年齢調整死亡率(H23実
績）が、H21よりも悪化して
いることから、Ｃ評価とし
た。

●地域連携クリティカルパス*の推進等によ
り、身近な地域で本人の意向を尊重した「が
ん治療」が受けられる環境づくりを進めると
ともに、がん検診の受診率の向上による死亡
者の減少と治療の初期段階からの緩和ケア*
の実施によるがん患者及びその家族の療養生
活の質の維持向上を図ります。

同左

保健

（数値目標の新規設定）
　現在の数値目標達成に向け
た取組を加速するための新た
な取組として「がん検診
チェックリストによる精度管
理」を新たに示し、その目標
数値を設定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　がんがんがんがん対策対策対策対策のののの推進推進推進推進
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基本目標4基本目標4基本目標4基本目標4「「「「環境首都環境首都環境首都環境首都・・・・先進先進先進先進とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

○新エネルギー等の導入を促進する融資
　件数（累計）
   [21]11件 → [26]30件

○新エネルギー等の導入を促進する融資
　件数（累計）
   [21]11件 → [26]40件

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

67

66
●パーク・アンド・ライド、ノーカーデー等
の推進により、マイカー利用から公共交通機
関利用促進への転換を図ります。

県土 Ｃ
4-1
(1-1)

（下）
P5,P84

（文言の修正）
　公共交通機関への利用促進
の観点から、取組内容を見直
す。

●パーク・アンド・ライド、ノーカーデー等
の社会的メリットを渋滞対策協議会等を通じ
て啓発し、マイカー利用から公共交通機関利
用への転換を促進します。

4-1
(下)
P84

同左

数値目標の上方修正

●産業部門における新エネルギー・省エネル
ギー対策を促進するため、中小企業者におけ
る設備導入に向けた取組を推進します。

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

（県政運営評価戦略会議）
　キャンペーンや情報提供を
行っているが、その効果が実
感できない。
　また、現在の公共交通網等
を考えれば、パーク・アン
ド・ライドの推進は難しい面
があり、今後の取組方針につ
いて、再検討が必要ではない
か。

　自然エネルギー立県とくし
ま推進事業補助金の積極的な
活用を図った結果、順調に推
移ししているため、数値目標
を上方修正する。

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　新新新新エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの普及促進普及促進普及促進普及促進

県民 Ａ

４４４４－－－－１１１１　　　　未来未来未来未来へつなぐへつなぐへつなぐへつなぐ環境首都環境首都環境首都環境首都とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　地球地球地球地球にやさしいにやさしいにやさしいにやさしい生活生活生活生活・・・・社会活動社会活動社会活動社会活動のののの推進推進推進推進
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○電力の自給自足「実証・モデル事業」
　の実施箇所数（累計）
   [21]－ → [26]16箇所

○電力の自給自足「実証・モデル事業」
　の実施箇所数（累計）
   [21]－ → [26]19箇所

○企業局施設における太陽光発電設備
   [21]1基 → [25]4基

○企業局施設における太陽光発電設備
   [21]1基 → [26]5基

○「エコみらいとくしま」来所者数
　（累計）
 　[21]－ → [26]1,000人

○「エコみらいとくしま」来所者数
　（累計）
 　[21]－ → [26]2,500人

○支援イベント数（累計）
   [21]－ → [26]100回

同左

4-1

(上)
P105,
(下)
P86

70

　　　　　　　　　　　　　　　　６６６６　　　　環境活動環境活動環境活動環境活動のののの「「「「わわわわ」」」」をををを拡拡拡拡げるげるげるげる人人人人・・・・地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり

68

（文言の修正、数値目標の上
方修正）
　各種事業を活用し、市町村
をはじめ関係機関と協力して
取り組んだ結果、目標を達成
したため、上方修正する。
　また、環境分野だけでな
く、農林分野でも実証・モデ
ル事業を実施するよう見直
す。

数値目標の上方修正

●自然エネルギー活用の大切さを啓発するた
め、川口発電所等に啓発用設備の展示を行う
ほか、新たに建設するマリンピア沖洲太陽光
発電所等を活用し、自然エネルギー活用につ
いての啓発や、災害時の非常用電源としての
活用に向け、電気自動車を組み合わせて利用
する実証実験を行います。

●「地域」における「エネルギーの地産地
消」を産学民官協働で支援し、環境分野での
新産業や雇用の創出が図られる「実証・モデ
ル事業」を実施します。

　計画どおり数値目標を達成
したことから、更に平成26年
度の数値の設定する。

69 4-1
(下)
P85

企業 Ａ

同左

県民 Ａ

同左

　太陽光発電所展望室の開設
による来所者増などにより順
調に推移しているため、数値
目標を上方修正する。

県民 Ａ4-1

(上)
P103,
(下)
P85

●「地域」における「エネルギーの地産地
消」を産学民官協働で支援し、環境やややや農林農林農林農林分
野での新産業や雇用の創出が図られる「実
証・モデル事業」を実施します。

（県議会）
　自然エネルギーの導入によ
る地域産業の活性に向けた取
り組みを行うべき。その際に
は、農林分野での新産業や雇
用の創出を図るべきではない
か。

数値目標の上方修正

●県民主体の活動拠点である「エコみらいと
くしま（環境首都とくしま創造センター）」
での取組を促進します。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○「環境首都とくしま憲章」の県民の
　実践度
   [23]－ → [26]100％

同左

○「とくしま環境学講座」受講者数
　（累計）
   [21]－ → [26]150人

同左

○「エコみらいリーダー育成事業」参加
　親子数（累計）
   [21]－ → [26]500人

同左

○「とくしま環境マイスター」認定者数
　（累計）
   [21]－ → [26]50人

○「とくしま環境マイスター」認定者数
　（累計）
   [21]－ → [26]80人

72

73

71 4-1
(下)
P86

（県政運営評価戦略会議）
　継続的に取り組んでいくべ
き課題であるが、数値目標の
「環境首都とくしま憲章」の
県民への浸透度が２年連続で
目標に達していないことか
ら、Ｃ評価とした。

　平成25年度版への改善見直
しで、戦略会議からの「指標
の検討を行うべき。」という
指摘を受けて、県民全体の状
況を表すより適切な指標とし
て、数値目標を「県民への浸
透度」→「県民の実践度」と
変更している。集計方法もｅ
－モニターとともに、県民ア
ンケートも追加し、憲章の実
践・普及を図っている。

●県民共通の指針・規範である「環境首都と
くしま憲章」の県民、事業者、行政などあら
ゆる主体への普及や、これに基づく自発的な
取組を促進します。

県民 Ｃ

4-1

(上)
P105,
(下)
P87

数値目標の上方修正

●環境に関する高い意識と行動規範・実践力
を持つ人材を養成するため、各種講座を実施
します。

　とくしま環境学講座に加
え、学校ＩＳＯに関する講座
（教育委員会主催）との連携
により、教員のマイスターを
積極的に養成した結果、目標
とする認定者数を達成したた
め、上方修正する。

県民 Ｃ

県民

同左

(下)
P87

　様々な環境データを記載し
た環境白書の提供とともに、
節電イベントや各団体の催し
などの案内も発信している。
今後は進捗状況欄に詳細に記
載する。

●地域環境の状況や本県における対策、国の
動き等を身近で手軽に理解、認識できるよ
う、分かりやすい環境情報の提供を行いま
す。

（県政運営評価戦略会議）
　具体的にどのようなことに
取り組み、県民への環境情報
の提供がどのように改善され
たのかが、明確でないことか
らＣ評価とした。

Ａ

同左

同左4-1
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○県公用車の「エコカー（次世代自動
　車）」導入比率
   [21]9％ → [26]18％

○県公用車更新時の「エコカー（低公害
　車・低排出ガス認定車）」導入比率
　(作業車等エコカーがない車種を除く)
   [21]92％ → [26]100％

○「レジ袋ゼロの日・推進事業」への
　取組市町村数
　 [21]3市町村 → [26]18市町村

同左

74

75

４４４４－－－－２２２２　　　　循環型社会循環型社会循環型社会循環型社会とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物のののの発生抑制発生抑制発生抑制発生抑制・リサイクルの・リサイクルの・リサイクルの・リサイクルの推進推進推進推進

県民4-2

(上)
P107,
(下)
P89

県民 Ｂ

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　７７７７　　　　県自県自県自県自らららら率先的取組率先的取組率先的取組率先的取組　　　　

4-1

(上)
P103,
(下)
P88

Ｃ

　今までは消費者サイド中心
の取組みが主であったが、平
成25年度より事業者と協働し
て全県的な取組みを図ってい
る。

同左

●産学民官で構成する「とくしま環境県民会
議」を中心に市町村や民間企業と連携して、
マイバッグ持参の拡大を図り、ライフスタイ
ルの転換を目指す「レジ袋ゼロの日・推進事
業」に取り組みます。

（数値目標の変更）
　数値目標を、更新する車両
におけるエコカー導入比率と
する。なお、電気自動車等の
次世代自動車だけではなく、
低排出ガス認定車も含めるこ
ととする。

●県内における次世代自動車の普及に向け、
多くの公用車を保有する県自らの率先行動と
して、「エコオフィスとくしま・県率先行動
計画」に基づき、次世代自動車の積極的な導
入を推進します。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標は県公用車に占め
る「エコカー」導入比率に
なっているが、更新期間が延
びてきていることや貨物車が
多いという実情もある。目標
としては、買い換えの際にど
れだけエコカーを導入したか
の方が良いのではないか。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である取組市町村
数が昨年度から増えておら
ず、目標に達していないこと
から、Ｃ評価とした。日常生
活に直結した活動として大切
な取組であることから、最終
年度には目標を達成するよう
に、積極的に取り組んで欲し
い。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○廃プラ･PET（一般廃棄物*）の資源化量
   [20]7,476t → [26]9,000t

同左

○1人1日当たりのごみ排出量
   [20]994g → [27]858g

同左

○最終処分率（産業廃棄物*）
   [20]4.5％ → [27]3.3％

○廃棄物の適正処理のための事業所等
　への立入調査（延べ回数）
   [21]年間3,807回 → [26]年間4,000回

○小型家電リサイクル法によるリサイク
　ル実施市町村数
　 [21]－ → [26]6市町村

○○○○廃蛍光管廃蛍光管廃蛍光管廃蛍光管リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル回収市町村数回収市町村数回収市町村数回収市町村数
　 　 　 　 [21]10市町村 [21]10市町村 [21]10市町村 [21]10市町村 → → → → [26]16市町村[26]16市町村[26]16市町村[26]16市町村

○環境関連産業の立地を促進する貸付
　金・補助金制度の実施（累計）
   [21]1件 → [26]2件

同左

○環境関連産業に係る各種支援制度説明
　会への参加者数
   [25]～年間100人

同左

77 4-2 県民

76 4-2
(下)
P89

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　環境関連産業環境関連産業環境関連産業環境関連産業のののの育成育成育成育成

Ｃ

同左

同左

県民 Ｃ

(下)
P90

●ゼロエミッション*の実現に寄与する環境
関連産業の振興を図るため、産学官による連
携に努めるとともにリサイクル施設整備への
支援を行います。

●廃棄物の発生抑制・リサイクル促進のため
の普及啓発活動を行います。

（数値目標の新規設定、数値
目標の変更）
　最終処分率は毎年の調査で
はないため、県が行う普及啓
発活動の指標として、事業所
等への立入調査の回数とす
る。あわせて、平成25年度よ
り小型家電リサイクル法が施
行されたことに伴い、リサイ
クル実施市町村数も数値目標
に加える。
　また、廃蛍光管のリサイク
ル推進のため、回収市町村数
を数値目標に加える。

  平成25年度版への改善見直
しで、数値目標として、貸付
金・補助金制度の実施に加
え、各種支援制度への説明会
参加者数を設定した。県以外
の制度についても周知を図っ
てまいりたい。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標の実績が分からな
いことから、数値目標として
活用することができない。
　別の数値目標の設定も検討
してみる必要があるのではな
いか。

（県議会）
　リサイクル促進事業の数値
目標に、廃蛍光管のリサイク
ルを行う市町村数を数値目標
として明記すべきではない
か。

（県政運営評価戦略会議）
　環境関連産業の立地を促進
するため、融資制度を設けて
いるが、H21から融資実績が
ないことからＣ評価とした。
　今後、この制度の周知だけ
でなく、幅広く情報提供を行
い、環境関連産業の育成に繋
げて欲しい。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○リサイクル製品の認定数
   [21]34製品 → [26]60製品

同左

○３Ｒモデル事業所の指定数
   [21]23事業所 → [26]40事業所

同左

○浄化槽法定検査受検率
　 [21]40.5％ → [26]55.0％

同左

○「浄化槽維持管理一括契約制度」導入
　市町村数
   [21]－ → [26]10市町村

同左

78

79

（文言の修正）
　浄化槽の法定検査の受検率
を向上させる観点から、これ
までの普及啓発に加え、「清
掃・保守点検・法定検査」を
一括して契約する「一括契約
制度」の取り組みを強化する
方向で見直す。

4-3

（上）
P109,
（下）
P93

4-3

（上）
P109,
（下）
P92

80 県土

4-2

(上)
P107,
(下)
P90

　リサイクルに取り組んでい
る企業の戸別訪問などによ
り、制度の趣旨・メリットの
説明を行い周知を図ってい
く。

●リサイクル製品・３Ｒ*モデル事業所・エ
コショップ*等の認定・普及を図ります。

県民 Ｃ

●浄化槽整備や維持管理に係る普及啓発を実
施します。

県土 Ｃ

●公共用水域の水質保全のため、適正な浄化
槽の維持管理に係る普及啓発を実施するとと
もに、浄化槽維持管理一括契約制度の取組を
強化します。

同左

Ｃ

●浄化槽の適正な維持管理のため、市町村や
関係機関との連携を図り、一括契約制度の普
及に取り組み、導入を加速します。

（文言の修正）
　浄化槽の適正な維持管理を
図る観点から、県・市町村・
関係業界が連携し、一括契約
制度の導入に取り組む方向で
見直す。

●浄化槽の適正な維持管理のため一括契約制
度の普及に取り組み、導入意欲のある市町村
を支援し、導入を加速します。

４４４４－－－－３３３３　　　　安全安全安全安全でででで快適快適快適快適なとくしまづくりなとくしまづくりなとくしまづくりなとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　きれいなきれいなきれいなきれいな水環境水環境水環境水環境づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である浄化槽法定
検査受検率については、全国
で20番台に位置するとのこと
だが、目標に届いていないこ
とから、Ｃ評価とした。
　県民の関心も高いので、一
層受検率の向上に努めて欲し
い。

（県政運営評価戦略会議）
  数値目標である導入市町村
数が、昨年に引き続き目標に
達していないことから、Ｃ評
価とした。一層積極的に取り
組んで欲しい。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標であるリサイクル
製品の認定数や3Ｒモデル事
業所の指定数がともに数値目
標を達成できていないことか
ら、Ｃ評価とした。
　目標の達成に向けて、働き
かけを強化して欲しい。
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39

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○補助を行った民間建築物数（累計）
   [21]4施設 → [26]14施設

同左

○セミナー等への参加者数
   [25]～年間50人

同左

82

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　総合的総合的総合的総合的なななな化学物質対策化学物質対策化学物質対策化学物質対策のののの推進推進推進推進

81 Ｃ4-3
（下）
P94

（文言の修正）
　未調査建築物への指導強化
を図る観点から、「民間建築
物のアスベスト調査・除去工
事補助事業」について、制度
未創設の市町村に対してＰＲ
と働きかけを引き続き積極的
に行う方向で見直す。
　また、県民に対して制度の
周知を図る方向で見直す。

●アスベストによる被害を未然に防止するた
め,市町村に補助制度の創設を働きかけ,民間
建築物所有者が行うアスベスト含有調査や除
去工事に対し支援を行うとともに,すでに、
アスベストの含有が判明している建築物につ
いては、関係市とも連携し除却工事の推進を
図ります。また、未調査の建築物の所有者に
対し、関係市町関係市町関係市町関係市町ともともともとも連携連携連携連携しししし、、、、ホームページホームページホームページホームページ
などをなどをなどをなどを活用活用活用活用したしたしたした補助制度の周知もももも図りま
す。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である補助を行っ
た民間建築物数が、目標を下
回っていることからＣ評価と
した。未調査建築物への指導
などにも力を入れていっても
らいたい。

（県議会）
　アスベスト含有調査や除去
工事に対する補助制度につい
ては、改めてもう一度強くPR
するべきではないか。

県民 Ｃ

同左

4-3
(下)
P94

　リスクコミニュケーション
は、化学物質に関する情報を
事業者・県民・行政が共有し
意思疎通と相互理解を図るこ
と。事業所の見学や化学物質
についての講義により、化学
物質に関する県民の理解を深
めることができた。
なお、平成25年度版への改善
見直しで、新たな数値目標と
して参加者数を設定した。

（県政運営評価戦略会議）
　セミナーの開催や講師の派
遣の結果、どのような成果が
得られたのかが不明瞭である
ため、Ｃ評価とした。

●県民と事業者間の信頼関係を構築するた
め、リスクコミュニケーションを推進しま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　大気大気大気大気・・・・水環境等水環境等水環境等水環境等のののの保全保全保全保全

●アスベストによる被害を未然に防止するた
め、民間建築物所有者が行うアスベスト含有
調査や除去工事に対し支援を行います。

県土
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40

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○農業分野における「見える化」モデル
　生産者数（累計）
   [21]－ → [26]200戸

同左

○電線類を地中化した県管理道路の延長
　（再掲）
   [21]10.0㎞ → [24]11.0㎞

同左

○木製（間伐材）ガードレール等の設置
　延長
   [21]4,743m → [26]7,000m

○木製（間伐材）ガードレール等の設置
　延長
   [21]4,743m → [26]8,000m

○公共施設緑化実施済箇所
   [21]139箇所 → [26]154箇所

同左

83

　　　　　　　　　　　　　　　　５５５５　　　　環境環境環境環境へのへのへのへの負荷負荷負荷負荷のののの少少少少ないないないない「「「「持続性持続性持続性持続性のののの高高高高いいいい農業農業農業農業」」」」のののの推進推進推進推進

84

4-3
(4-1)

（下）
P84,
P94

（文言の修正）
　これまでCO2削減量は、農
業支援センターで算定を行っ
ていたが、今後は、HP上で
「専用ソフト」により、誰も
が簡単に算定できる仕組みの
構築を行う。
　より多くの農業者が自己の
CO2削減への貢献度を実感
し、「見える化」への理解を
深めることにより、モデル生
産者の増加を図る。
　さらに、消費者に対して
は、今後、農業者の「ＣＯ2
削減」への取り組みのＨＰ上
での紹介や、パンフレットの
配布、直売所でのパネル展示
等により、制度の認知度向上
を図る。

●農業生産現場における温室効果ガス（ＣＯ
2）の削減に努力する生産者の取組を数値化
し可視化する「見える化」を進め、環境に配
慮したブランドを育成するとともに、認知度
向上に向けた啓発を進めます。 農林 Ｃ

●地域の自然環境やまちなみと調和した良好
な地域景観が形成されるよう、景観に配慮し
た公共事業を実施します。

　　　　　　　　　　　　　　　　６６６６　　　　地域地域地域地域のののの良好良好良好良好なななな景観景観景観景観づくりづくりづくりづくり

（県政運営評価戦略会議）
　木製ガードレールは、景観
にも良い取組みなので、今後
とも積極的に取り組んで欲し
い。

県土 Ａ
4-3
(1-2)
(2-7)

（上）
P111,
（下）
P12,P5
1,P95

（数値目標の上方修正）
　木製（間伐材）ガードレー
ル等の設置延長を上方修正す
る方向で見直しを行う。

●農業生産現場における温室効果ガス（ＣＯ
2）の削減に努力する生産者の取組を数値化
し可視化する「見える化」を、HP上の専用ソ
フトの活用等により推進し、環境に配慮した
ブランドを育成するとともに、HPや直売所で
のパネル展等により、消費者に対する認知度
向上に向けた啓発を進めます。

同左

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である農業分野に
おける「見える化」モデル生
産者数が、目標を大きく下
回っており、また、H23から
H24の伸びも低調であること
からＣ評価とした。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○指定希少野生生物の指定数
   [21]10種 → [26]23種

同左

○希少野生生物保護区の指定箇所数
　（累計）
   [21]1箇所 → [26]3箇所以上

同左

○樹木ガード等の設置数(累計)
   [22]400本 → [26]800本

○樹木ガード等の設置数(累計)
   [22]400本 → [26]2,600本

85

86 県民 Ａ4-4
(下)
P98

数値目標の上方修正

　緊急雇用事業による整備が
できたため、目標を上回る設
置ができた。目標を上方修正
する。

●剣山山系などの希少な野生植物等を保護す
るために、ニホンジカ食害防止の樹木ガード
等を設置します。

●全国に誇る本県の豊かな自然を守るととも
に、植物や水生生物等の希少野生生物を保護
するため、民間団体や県民との連携、協働に
より、「徳島県希少野生生物の保護及び継承
に関する条例」の適切な運用を推進します。

４４４４－－－－４４４４　　　　自然共生社会自然共生社会自然共生社会自然共生社会とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　生物多様性生物多様性生物多様性生物多様性のののの確保確保確保確保

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　生態系生態系生態系生態系にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした野生鳥獣野生鳥獣野生鳥獣野生鳥獣のののの適正管理適正管理適正管理適正管理

県民 Ｃ4-4

(上)
P113,
(下)
P97

　指定には、保護体制の整
備、生息場所の利害関係者の
同意、研究者の合意形成が必
要であり時間がかかるが、引
き続き推進していく。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標の指定希少野生生
物の指定数が、H23から増え
ていないことや目標に達して
いないことからＣ評価とし
た。

同左

同左
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○市町村被害防止計画の策定数（累計）
　 [21]16市町村 → [26]21市町村

同左

○集落等で取り組んだ防止施設等の整備
　件数（累計）
　 [21]273件 → [26]700件

○集落等で取り組んだ防止施設等の整備
　件数（累計）
　 [21]273件 → [26]1,000件

○イノシシ・シカの処理加工施設数
　 [21]－ → [25]5施設

同左

○モンキードッグ*育成頭数
   [21]17頭 → [26]36頭

同左

○広域連携によるカワウ被害防止対策
　取組河川数
   [21]－ → [26]6河川
                （県下全主要河川）

同左

87 4-4

(上)
P113,
(下)
P99

農林 Ａ数値目標の上方修正

●農林漁業の生産活動を促進するため、サ
ル・イノシシ・シカ・カワウなどの鳥獣被害
対策を総合的に進めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　農林水産物農林水産物農林水産物農林水産物へのへのへのへの鳥獣被害防止対策鳥獣被害防止対策鳥獣被害防止対策鳥獣被害防止対策

同左

　「鳥獣被害防止総合対策交
付金」の活用により侵入防止
柵の整備を進めているが、特
に平成24年度については国の
「鳥獣被害防止施設緊急整備
事業」の活用により急速に整
備が進展した。
　平成24年度実績値が目標数
値を上回ったことから、成果
の更なる向上を目指し、集落
等で取り組んだ防止施設等の
整備件数の目標数値につい
て、上方修正する。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○とくしま森林づくり県民会議の設置
　 [23]設置

同左

○徳島森林づくり推進機構（仮称）」の
  開設
　 [26]開設

同左

○保安林指定面積（民有林）（累計）
　 [21]94,444ha → [26]95,600ha

○保安林指定面積（民有林）（累計）
　 [21]94,444ha → [26]96,500ha

●管理放棄森林の解消や水資源の確保、山地
災害の防止など森林の保全に向け、「「「「徳島徳島徳島徳島
県豊県豊県豊県豊かなかなかなかな森林森林森林森林をををを守守守守るるるる条例条例条例条例」」」」にににに基基基基づきづきづきづき、、、、県民
や企業・NPOなど県民総ぐるみで森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり
にににに取り組むとともにとともにとともにとともに、県や市町村の森林取
得による公有林化を推進します。

農林 Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　森森森森をををを支支支支えるえるえるえる体制体制体制体制のののの構築構築構築構築

文言の修正

●管理放棄森林の解消や水資源の確保、山地
災害の防止など森林の保全に向け、「森林を
守る条例」（仮称）を制定するとともに、県
民や企業・NPOなど県民総ぐるみで取り組む
体制を構築し、県や市町村の森林取得による
公有林化を推進します。

88 4-5

　「徳島県豊かな森林を守る
条例」が議員提案により制定
されたことから記載内容を修
正する。

89 4-5

(上)
P115,
（下）
P102

(上)
P115,
（下）
P101

農林 Ａ

同左

４４４４－－－－５５５５　　　　豊豊豊豊かなかなかなかな森林森林森林森林（（（（もりもりもりもり））））とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　適切適切適切適切なななな森林森林森林森林のののの管理管理管理管理・・・・保全保全保全保全

数値目標の上方修正

●森林の持つ公益的機能を維持し、適切に管
理・保全していくため、保安林*の指定によ
る公的管理や森林整備法人による受託管理を
推進します。

　森林吸収源対策として天然
生林の保安林指定に取り組ん
だ結果、平成２４年度の実績
値が目標数値を上回ったこと
から、成果のさらなる向上を
目指し、保安林指定面積（民
有林）（累計）の数値目標値
について、上方修正する。
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基本目標5基本目標5基本目標5基本目標5「「「「みんながみんながみんながみんなが主役主役主役主役・・・・元気元気元気元気とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

○男女の出逢いの場等への参加者数
　（累計）
   [21]－ → [26]15,000人

○男女の出逢いの場等への参加者数
　（累計）
   [21]－ → [26]30,000人

○「若者未来創造塾」の開講
   [23]開講

同左

○「若者未来創造塾」の参加者数(累計)
   [21]－ → [26]120人

○「若者未来創造塾」の参加者数(累計)
   [21]－ → [26]140人

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

保健 Ａ

Ａ

５５５５－－－－１１１１　　　　安心子育安心子育安心子育安心子育てとくしまづくりてとくしまづくりてとくしまづくりてとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　男女男女男女男女のののの出逢出逢出逢出逢いのいのいのいの場場場場づくりづくりづくりづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　次代次代次代次代のののの子育子育子育子育てをてをてをてを担担担担うううう者者者者のののの育成育成育成育成

数値目標の上方修正

同左

5-1

5-1

(上)
P117,
(下)
P103

●「出逢いきらめきセンター」を中心とし
て、官民協働による男女の出逢いの場づくり
を支援します。

●徳島の未来を担う若者が、徳島県の現状や
人口減少社会の到来など新たな時代潮流につ
いて学習したり、結婚や子育てを含む自らの
将来について語り合う機会を通じて、徳島の
未来に積極的に関わっていけるよう「若者未
来創造塾」を開講します。

保健数値目標の上方修正

(上)
P117,
(下)
P104

90

91

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

同左

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

　地域で核となる人材の育成
や関係団体への支援を行うと
ともに、希望者全員に出逢い
イベントの情報を発信するな
ど「男女の出逢いの場づく
り」に努めた結果、既に26年
度目標数値も達成しているた
め、男女の出逢いの場等への
参加者数（累計）の目標数値
について、上方修正する。

　徳島若者未来創造塾の
H23、H24の修了者は、すでに
82名に到達しており、H25の
修了者の見込みとH26の募集
人数を踏まえ、参加者数の目
標数値を上方修正する。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○支援対象団体数
　 [21]390団体 → [26]440団体

○支援対象団体数
   [21]390団体 → [26]450団体

○研修会受講者数
　 [23]～[26]毎年2,000人

○研修会受講者数
   [23]～[25]毎年2,000人
   [26]2,500人

○「Ｇｏ！Ｇｏ！くっつき隊応援し隊*」
　協賛店舗等数
　 [21]6,592事業所 →
   [26]32,000事業所

○「Ｇｏ！Ｇｏ！くっつき隊応援し隊*」
　協賛店舗等数
　 [21]6,592事業所 →
   [26]34,500事業所

保健

同左

5-1
(下)
P105

Ａ

5-1

　「Ｇｏ！Ｇｏ！くっつき隊
応援し隊*」協賛店舗等数に
ついて、来年度は、本四通行
料金共通化することを踏ま
え、今後、緊急雇用創出基金
を活用することにより、更な
る協賛店舗数の促進を図って
いくため、目標数値を上方修
正する。

●「子育て総合支援センターみらい」におい
て、子育て関連組織等の取組を総合的にコー
ディネートし、子育て環境の向上を図りま
す。

保健

(下)
P104

数値目標の上方修正 保健

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　子育子育子育子育てててて機能機能機能機能のののの向上向上向上向上

Ａ92

93

94

同左

同左

　「子育て総合支援センター
みらい」を子育て関連団体に
広く周知し利用していただく
とともに、研修会への参加の
促進など、幅広い支援によ
り、既に26年度目標が達成間
近であるため、成果・効果の
向上を目指し、支援対象団体
数の目標数値について、上方
修正する。

●児童福祉業務に携わる人材の育成を総合的
に図ります。

数値目標の上方修正

●地域の企業や事業所の応援による子育て支
援運動を推進するとともに、関西等で実施さ
れている同種事業との相互利用ができるよう
広域的な取組を進めます。

5-1
(下)
P104

数値目標の上方修正

　研修内容の充実や保育士、
指導員等の研修意欲の高まり
等により、受講者数の実績が
目標数値を上回っていること
から、実績値を踏まえ、目標
数値を上方修正する。

Ａ
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○里親等委託率
   [21]8.9％ → [26]11.0％

○里親等委託率
　 [21]8.9％ → [26]15.0％

○「はぐくみ支援企業」認証事業所数
　（累計）
   [21]84事業所 → [26]200事業所

同左

●様々な事情により家庭で育てられない子ど
もに対して、児童福祉施設や里親制度を活用
し、より家庭的な環境での養育を図ります。

（県政運営評価戦略会議）
  ２年連続で数値目標を達成
できていないことから、Ｃ評
価とした。
　もっと企業がメリットを実
感できるような施策が必要で
はないか。

　　　　　　　　　　　　　　　　７７７７　「　「　「　「ワーク・ライフ・バランスワーク・ライフ・バランスワーク・ライフ・バランスワーク・ライフ・バランス」」」」のののの展開展開展開展開

商工 Ｃ

　里親による講演会や里親制
度の説明会など、広く里親制
度の周知に努めた結果、ま
た、東日本大震災をきっかけ
に里親に対する関心が高ま
り、里親登録が増加し目標値
を上回ったので、更なる児童
の家庭的環境での養育のた
め、目標数値を上方修正す
る。

●企業等に対しセミナーやアドバイザー派遣
などを行い、事業所内保育施設の設置をはじ
め、仕事と子育て等が両立できる環境整備の
取組を支援するとともに、両立支援に積極的
な企業等を認証することにより、企業等にお
ける次世代育成の取組を促進します。

Ａ5-1
(下)
P106

数値目標の上方修正 保健95

96

●企業等に対し戸別訪問やアドバイザー派遣
などを行い、事業所内保育施設の設置をはじ
め、仕事と子育て等が両立できる環境整備の
取組を支援するとともに、「はぐくみ支援企
業」認証制度における企業メリットを拡充
し、両立支援に積極的な企業等を認証するこ
とにより、企業等における次世代育成の取組
を促進します。

　　　　　　　　　　　　　　　　６６６６　　　　要保護児童対策要保護児童対策要保護児童対策要保護児童対策のののの推進推進推進推進

5-1

同左

(下)
P107

（文言の修正）
　「はぐくみ支援企業」認証
制度について、企業への戸別
訪問を継続して実施するとと
もに、企業メリットの拡充と
して
・県が実施する「徳島県新商
品お試し購入強化事業」に申
請することができる「新事業
分野開拓企業枠」への位置づ
け
・はぐくみ支援企業の取り組
みを広く県民にPRするため、
ショッピングモール等のPR効
果の高い場所におけるパネル
展の実施
などを進めており、さらなる
取組の促進に向けて事業概要
の見直しを行う。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○高齢者における観光ボランティアガイ
　ドの養成者数（累計）
   [21]－ → [26]120人

同左

○観光ボランティアガイドの活動延人数
　（累計）
   [24]251人 → [26]760人

○県健康福祉祭等のスポーツ及び文化
　交流大会の参加者数
   [21]2,464人 → [26]4,000人

同左

Ａ

（県政運営評価戦略会議）
　観光ボランティアガイドの
養成が、順調に進んでいるこ
とからＡ評価とした。
　なお、育成したボランテイ
アガイドの活用度を計る指標
の設定も必要ではないか。

保健

保健

同左

Ｂ5-2
(下)
P109

　新種目認定基準に基づき、
新たな競技種目の認定につい
て検討する。

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である参加者数が
目標に若干不足しているの
で、Ｂ評価とした。スポーツ
及び文化交流大会の種目数を
増やすことによって、より多
くの人が参加できるように工
夫してはどうか。

●県健康福祉祭等の充実により、高齢者のス
ポーツ及び文化活動の推進を図ります。

97

98

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　「　「　「　「生涯現役生涯現役生涯現役生涯現役」」」」のののの「「「「元気高齢者元気高齢者元気高齢者元気高齢者づくりづくりづくりづくり」」」」のののの推進推進推進推進

5-2
(下)
P109

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　地域福祉地域福祉地域福祉地域福祉のリーダーののリーダーののリーダーののリーダーの養成養成養成養成

（数値目標の新規設定）
　観光ボランティアガイドの
育成推進にあわせ、身につけ
た知識を活かし、活躍できる
場を創設することが重要であ
ることから、新たに数値目標
を設定する。

●高齢者の生きがいづくりを推進するととも
に、本県の様々な魅力等を発信できる人材を
養成します。

５５５５－－－－２２２２　　　　高齢者活高齢者活高齢者活高齢者活きききき活活活活きとくしまづくりきとくしまづくりきとくしまづくりきとくしまづくり

同左
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

 
○介護サービス従事者の指導者等の養成
　研修参加者数
   [23]208人/年 → [26]250人/年

同左

○障害福祉計画の策定・推進
   [23]・[26]「徳島県障害福祉計画」
   の策定・推進

○障がいがいがいがい福祉計画の策定・推進
   [23]・[26]「徳島県障がいがいがいがい福祉計画」
   の策定・推進

100

5-2

(上)
P119,
(下)
P110

同左

●「徳島県障害福祉計画」に基づき、障害者
施策の総合的かつ計画的な推進を図り、障害
者の地域での自立を支援します。

（県政運営評価戦略会議）
　民間事業者等による従事者
研修が増加していることもあ
り、２年連続で数値目標を達
成できていないことから、Ｃ
評価とした。なお、平成25年
度から数値目標を指導者研修
参加者数としており、今後の
取組に期待したい。

　介護保険制度が発足して10
年以上経過し、市町村や社会
福祉法人、ＮＰＯ法人、民間
事業者による、介護サービス
従事者を対象とした研修が増
えている。
　こうした実態を踏まえ、今
後、県においては、地域の核
となるリーダー的人材の育成
を図る観点から、介護サービ
ス従事者の高度な技術・知識
の修得に繋がるような研修を
重視していくこととし、平成
25年度版への改善見直しで数
値目標を見直した。
　引き続き、介護サービスの
質の向上を図るため、研修会
の効果的な企画実施に努め
る。

●介護サービス従事者*の指導者等の養成研
修等を通じ、介護サービスの質の向上を図り
ます。

文言の修正

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　障障障障がいがいがいがい者者者者のののの自立支援自立支援自立支援自立支援のののの推進推進推進推進

保健 Ｃ99

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　介護基盤介護基盤介護基盤介護基盤のののの整備整備整備整備

５５５５－－－－３３３３　　　　障障障障がいがいがいがい者活者活者活者活きききき活活活活きとくしまづくりきとくしまづくりきとくしまづくりきとくしまづくり

5-3
(下)
P111

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

●「徳島県障がいがいがいがい福祉計画」に基づき、障がががが
いいいい者施策の総合的かつ計画的な推進を図り、
障がいがいがいがい者の地域での自立を支援します。

保健 Ａ
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○障害児に対する療育相談件数(累計)
   [21]2,238件→[26]3,500件

○障がいがいがいがい児に対する療育相談件数(累計)
   [21]2,238件→[26]3,500件

○施設利用者の平均工賃全国順位
   [21]全国3位→[26]全国1位

同左

○施設利用者の工賃（月額）
   [21]15,906円→[26]約20,000円

同左

○地域共同作業所の指定事業者又は地域
  活動支援センターへの移行件数(累計)
   [21]30件→[26]36件

同左

○グループホーム・ケアホームの定員数
   [21]385人 → [26]480人

○グループホーム・ケアホームの定員数
   [21]385人 → [26]580人

101

102

103

●障害者に対し総合的な支援を行うための相
談支援体制の充実を図ります。

5-3

(上)
P121,
(下)
P112

●グループホーム・ケアホームの整備を促進
し、生活基盤の充実を図り、障がいがいがいがい者の地域
生活への移行を推進します。

　グループホーム・ケアホー
ムの整備が進み、既に平成２
６年度目標値も達成している
ため、成果・効果の更なる向
上を目指し、目標数値につい
て、上方修正する。
　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

文言の修正、数値目標の上方
修正

●グループホーム・ケアホームの整備を促進
し、生活基盤の充実を図り、障害者の地域生
活への移行を推進します。

104 保健

(下)
P111

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

文言の修正

5-3
(下)
P111

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

文言の修正

●障害者に対する地域生活や就労について、
より一層の支援を図るため、地域共同作業所
の指定障害福祉サービス事業者等への移行*
を推進します。

●障がいがいがいがい者に対する地域生活や就労につい
て、より一層の支援を図るため、地域共同作
業所の指定障がいがいがいがい福祉サービス事業者等への
移行*を推進します。

保健 Ｂ

5-3

●障がいがいがいがい者に対し総合的な支援を行うための
相談支援体制の充実を図ります。

5-3

(上)
P121,
(下)
P111

保健

文言の修正

●障害者の働く意欲と能力に応じて働ける社
会づくりを推進するため、就労支援事業所の
生産品の販路拡大などによる事業所経営の改
善支援等により、施設利用者の工賃*のアッ
プを図ります。

●障がいがいがいがい者の働く意欲と能力に応じて働ける
社会づくりを推進するため、就労支援事業所
の生産品の販路拡大などによる事業所経営の
改善支援等により、施設利用者の工賃*の
アップを図ります。

保健

Ａ

　障害の「害」の字をひらがな
表記とする。

Ａ

Ａ
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○サービス管理責任者研修の受講者数
（累計）
   [21]476人→[26]1,080人

同左

○相談支援従事者研修の受講者数
 （累計）
   [21]1,335人→[26]1,900人

同左

○障害者虐待防止・権利擁護研修の受講
  者数（累計）
   [21] － →[26]400人

○障がいがいがいがい者虐待防止・権利擁護研修の受
  講者数（累計）
   [21] － →[26]400人

○「障害者交流プラザ」の利用者数
 （累計）
   [21]463,326人→[26]1,000,000人

○「障がいがいがいがい者交流プラザ」の利用者数
  （累計）
   [21]463,326人→[26]1,000,000人

105

保健

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　障障障障がいがいがいがい福祉福祉福祉福祉サービスのサービスのサービスのサービスの人材育成人材育成人材育成人材育成

106 5-3

(上)
P121,
(下)
P112

　障害の「害」の字をひらがな
表記とする。

文言の修正

●障害福祉サービスを充実するための人材を
養成します。

●障がいがいがいがい福祉サービスを充実するための人材
を養成します。

5-3
(下)
P112

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

文言の修正
●高次脳機能障害者に対する理解の促進及び
機能訓練や地域生活等に関する相談等の支援
を推進します。

●高次脳機能障がいがいがいがい者に対する理解の促進及
び機能訓練や地域生活等に関する相談等の支
援を推進します。

保健 Ｂ

Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　障障障障がいがいがいがい者者者者のののの社会参加社会参加社会参加社会参加のののの推進推進推進推進

107 5-3

(上)
P121,
(下)
P112

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

文言の修正

●「障害者交流プラザ」を活用し、障害のあ
る人もない人もスポーツや芸術・文化活動等
を通じて、社会参加と交流を促進し、地域社
会で生きがいが実感できる仕組みづくりを推
進します。

●「障がいがいがいがい者交流プラザ」を活用し、障がががが
いいいいのある人もない人もスポーツや芸術・文化
活動等を通じて、社会参加と交流を促進し、
地域社会で生きがいが実感できる仕組みづく
りを推進します。 保健 Ａ
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○「ふれあい徳島号(リフト付きバス)」
  の利用人数（累計）
   [21]6,120人→[26]14,100人

同左

○補助犬の登録頭数（累計）
   [21]12頭→[26]17頭

同左

○視覚障害者生活訓練事業の受講者延べ
  数（累計）
　［23］621人→［26］2,500人

○視覚障がいがいがいがい者生活訓練事業の受講者
  延べ数（累計）
　［23］621人→［26］2,500人

○「発達障害者総合支援ゾーン」の開設
    [24]開設

○「発達障がいがいがいがい者総合支援ゾーン」の
  開設
    [24]開設

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　発達障発達障発達障発達障がいがいがいがい者者者者（（（（児児児児））））へのへのへのへの支援支援支援支援

5-3
(下)
P113

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

保健 Ｂ108 文言の修正

●障害者が社会参加する際に必要な、移動手
段を支援するための施策を推進します。

●障がいがいがいがい者が社会参加する際に必要な、移動
手段を支援するための施策を推進します。

109 5-3

(上)
P121,
(下)
P113

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

文言の修正

●障害者が住み慣れた地域で安心した生活が
送れるよう、必要なニーズに対応した居宅
サービスの充実を図ります。

●障がいがいがいがい者が住み慣れた地域で安心した生活
が送れるよう、必要なニーズに対応した居宅
サービスの充実を図ります。

保健 Ｂ

110
5-3
(6-2)

(上)
P121,
P131,
(下)
P113,
P125

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

文言の修正

●徳島赤十字病院跡地（小松島市）を活用
し、発達障害者（児）を支援する施設を結集
する「全国に先駆けた」総合的な支援拠点
（ゾーン）を構築して、発達障害者（児）と
その家族が抱える「不安の軽減」及び発達障
害者の「自立と社会参加」の促進を図りま
す。

●徳島赤十字病院跡地（小松島市）を活用
し、発達障がいがいがいがい者（児）を支援する施設を結
集する「全国に先駆けた」総合的な支援拠点
（ゾーン）を構築して、発達障がいがいがいがい者（児）
とその家族が抱える「不安の軽減」及び発達
障害者の「自立と社会参加」の促進を図りま
す。

保健 Ａ

51 



52

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

○「発達障害者支援センター」の相談
　件数（累計）
   [21]1,893件 → [26]7,000件

○「発達障がいがいがいがい者総合総合総合総合支援センター」の
  相談件数（累計）
   [21]1,893件 → [26]]10,200件

○「発達障害者支援センター」の就労
　支援件数（累計）
   [21]69件 → [26]600件

○「発達障がいがいがいがい者総合総合総合総合支援センター」の
  就労支援件数（累計）
   [21]69件 → [26]2,600件

○パーキングパーミット利用可能駐車台
  数
　 [21]617台→[26]1,200台

同左

○パーキングパーミットの交付件数
 （累計）
　 [21]1,757件→[26]4,500件

同左

Ａ文言の修正

●パーキングパーミット（身体障害者等用駐
車場利用証）*制度の一層の促進を図り、歩
行困難者の方々に配慮した環境づくりを推進
します。

●パーキングパーミット（身体障がいがいがいがい者等用
駐車場利用証）*制度の一層の促進を図り、
歩行困難者の方々に配慮した環境づくりを推
進します。

保健112 5-4

(上)
P123,
(下)
P114

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

111 Ａ
5-3
(6-2)

(上)
P121,
P131,
(下)
P113,
P126

保健

（文言修正、数値目標の上方
修正）
　発達障がい者や家族が身近
な地域で必要な支援を受けな
がら社会生活を送るために
は、地域の支援体制の構築や
地域支援の核となる人材育成
が重要であることから、議員
提案を踏まえ、そのための取
組を反映した文言の修正を行
う。
　また、発達障がい者総合支
援センターにおける相談支援
及び就労支援の実績が平成24
年度に大幅に増加し、当初の
目標を平成25年度には達成で
きる見込みとなったため目標
数値を上方修正する。
　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

（県議会）
　地域における発達障がい者
への支援体制を充実強化すべ
きでないか。

●発達障害者（児）の自立と社会参加の促進
を図るため、「発達障害者総合支援ゾーン」
において、医療・教育・労働の各機関と連携
を図りながら、支援体制構築や、各種施策を
推進します。

●発達障がいがいがいがい者（児）の自立と社会参加の促
進を図るため、「発達障がいがいがいがい者総合支援ゾー
ン」において、医療・教育・労働の各機関と
連携を図りながら、発達障発達障発達障発達障がいのがいのがいのがいの理解促進理解促進理解促進理解促進
のためののためののためののための啓発事業啓発事業啓発事業啓発事業のののの一層一層一層一層のののの充実充実充実充実とととと、、、、地域地域地域地域のののの
実情実情実情実情にににに応応応応じたじたじたじた支援体制構築支援体制構築支援体制構築支援体制構築やややや地域支援地域支援地域支援地域支援のののの核核核核
となるとなるとなるとなる人材育成人材育成人材育成人材育成のののの強化強化強化強化などなどなどなど、、、、各種施策を推
進します。

５５５５－－－－４４４４　　　　ユニバーサルとくしまづくりユニバーサルとくしまづくりユニバーサルとくしまづくりユニバーサルとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　ユニバーサルデザインによるまちづくりのユニバーサルデザインによるまちづくりのユニバーサルデザインによるまちづくりのユニバーサルデザインによるまちづくりの推進推進推進推進
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨

○県登録手話通訳者数
    [21]53人→[26]60人

同左

○「障害者サポーター」数（累計）
    [21] － →[26]180人

○「障がいがいがいがい者サポーター」数（累計）
     [21] － →[26]180人

○人材バンク活用による障害者スポーツ
　指導員の派遣件数（累計）
   [21]235件 → [26]540件

○人材バンク活用による障がいがいがいがい者スポー
  ツ指導員の派遣件数（累計）
   [21]235件→[26]810件

●障害者のスポーツ・レクリエーション活動
や生きがいづくりの支援の強化を図ります。

保健 Ａ

●障がいがいがいがい者のスポーツ・レクリエーション活
動や生きがいづくりの支援の強化を図りま
す。

5-5
(下)
P118

文言の修正、数値目標の上方
修正

５５５５－－－－５５５５　　　　共助共生共助共生共助共生共助共生とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

114

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける障障障障がいがいがいがい者支援者支援者支援者支援のののの推進推進推進推進

　障害者スポーツ指導員の派
遣の推進により、既に平成２
６年度目標数値も達成してい
るため、成果・効果の更なる
向上を目指し、目標数値につ
いて、上方修正する。
　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

113 5-5

(上)
P125,
(下)
P118

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

文言の修正

●障害者のコミュニケーション手段等を確保
するため、手話・点訳等の専門的知識・技能
を有する各種ボランティアの他、地域におけ
る生活を支援するためのサポーターを育成す
るとともに、県民への理解と普及を促進しま
す。

●障がいがいがいがい者のコミュニケーション手段等を確
保するため、手話・点訳等の専門的知識・技
能を有する各種ボランティアの他、地域にお
ける生活を支援するためのサポーターを育成
するとともに、県民への理解と普及を促進し
ます。

保健 Ａ
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基本目標6基本目標6基本目標6基本目標6「「「「まなびのまなびのまなびのまなびの邦邦邦邦
　くに　

・・・・育育育育みとくしまみとくしまみとくしまみとくしま」」」」

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

○スクールカウンセラーの配置
   [21]全公立小・中学校へ配置 →
   [23]全公立小・中学校及び県立学校へ
       配置

○スクールカウンセラーの配置
   [23]全公立小・中学校及び県立学校へ
       配置 →
   [26]緊急事態に対してのスクールカウ
       ンセラーの緊急支援体制の整備

○スクールソーシャルワーカー配置数
   [21]6人 → [26]10人

同左

○徳島版予防教育
   [25]実践研究 →
   [26]県内学校に普及

○「学校問題解決支援チーム」の設置
   [23]設置・推進

○「学校問題解決支援チーム」を構成
　する専門家の配置数
   [23]19人 → [26]26人

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

教育

●児童生徒の豊かな心を育むため、スクール
カウンセラー*の配置拡充や、スクールソー
シャルワーカー*の増員等を図ります。ま
た、問題行動の未然防止・解消につながる取
組を推進するために、実践研究の成果を踏ま
え、徳島版予防教育の確立をめざすととも
に、より高度な知識を有する専門家による
「学校問題解決支援チーム」の充実を図るこ
とにより、いじめ・不登校をはじめとする児
童生徒の多様な悩みに対応する支援体制の一
層の強化を図ります。

６６６６－－－－１１１１　　　　学学学学びのびのびのびの礎礎礎礎（（（（いしずえいしずえいしずえいしずえ））））とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　活力活力活力活力とととと魅力魅力魅力魅力のあるのあるのあるのある学校学校学校学校づくりづくりづくりづくり

Ａ6-1

(上)
P127,
（下）
P120

115

　いじめ防止対策推進法の趣
旨を踏まえ、いじめ等に関連
した諸問題の予防について、
積極的に取り組むため、数値
目標の設定変更､追加を行
う。

文言の修正、数値目標の新規
設定、数値目標の変更

●児童生徒の豊かな心を育むため、スクール
カウンセラー*の配置拡充や、スクールソー
シャルワーカー*の増員等の取組を推進しま
す。また、より高度な知識を有する専門家に
よる「学校問題解決支援チーム」を設置する
ことにより、いじめ・不登校をはじめとする
児童生徒の多様な悩みに対応する支援体制の
一層の充実を図ります。

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

○○○○高校生高校生高校生高校生のののの留学留学留学留学（（（（留学期間2週間以上留学期間2週間以上留学期間2週間以上留学期間2週間以上））））
　者数者数者数者数
　 　 　 　 [24]117人 [24]117人 [24]117人 [24]117人 → → → → [26]160人[26]160人[26]160人[26]160人

○肥満傾向児の出現率
　 [21]小･中･高の全年齢で全国平均を上
       回っている →
   [26]小･中･高の全年齢で全国平均以下

同左

○小・中・高の高度肥満の児童生徒数
   [26]30％減少（平成21年度比）

同左

(上)
P129,
（下）
P122

（県議会）
　高校生の海外留学につい
て、積極的に支援してはどう
か。
  また、実施に当たっては、
我が国や郷土の伝統や文化に
ついても、十分学習させる必
要があるのではないか。

（文言の修正、数値目標の新
規設定）
　広く世界で活躍する人材の
育成を図るため、実践的な英
語活用能力、国際理解やコ
ミュニケーション能力の向
上、我が国や郷土の伝統・文
化を学習する態度の育成に取
り組む。
　また、グローバル人材の育
成を着実に推進するため、新
たな数値目標として「高校生
留学者数」を設定する。

6-1

●学校保健の充実を図るとともに、学校・家
庭・地域・専門機関と連携し、子どもたちの
現代的な健康課題の解決に取り組みます。特
に、望ましい生活習慣の定着を図り、児童生
徒の肥満予防・肥満対策、生活習慣病予防対
策を推進します。

教育 Ｃ

教育

117

●国際性豊かな児童生徒を育むため、日本人日本人日本人日本人
としてのアイデンティティのとしてのアイデンティティのとしてのアイデンティティのとしてのアイデンティティの確立確立確立確立やややや英語教
育の充実を図るとともに、海外留学海外留学海外留学海外留学のののの支援支援支援支援
やややや、、、、欧米諸国、アジア諸国等との交流促進に
より異文化理解やコミュニケーション能力の
育成などを推進します。

6-1
(下)
P123

（県政運営評価戦略会議）
　児童生徒の肥満予防・肥満
対策､生活習慣病予防対策に
ついては､すぐに結果がでて
くるものではないが､取組を
進めているにも関わらず､肥
満傾向児の出現率がH23に比
較しH24が後退していること
からＣ評価とした。
　着実に改善が図られるよう
一層､積極的に取り組んで欲
しい。

（数値目標の新規設定）
　徳島県においては肥満傾向
児は減少傾向であるが､肥満
傾向児出現率は全国と比較
し､高い状況が続いている。
  特に生活習慣病予防のため
対策が急がれる高度肥満の児
童生徒に対し､重点的に取り
組むこととし､高度肥満の児
童生徒数を平成21年度比で
30％減少させる新たな数値目
標に追加設定する。
  医師会と連携し､小児肥満
健康管理システムを活用し､
丁寧な個別指導を行うととも
に､新たに地域推進事業を行
い､効果的な取組について検
討する。

●国際性豊かな児童生徒を育むため、英語教
育の充実とともに、アジア諸国との交流促進
に資する中国語・韓国語の学習を推進しま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力のののの育成育成育成育成

116 Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　６６６６　　　　健健健健やかなやかなやかなやかな体体体体のののの育成育成育成育成
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

○徳島県立みなと高等学園の設置
    [24]開校

同左

○「徳島県発達障害教育研究会」におけ
  る参加校数
　［24］発足　→［26］60校

○「徳島県発達障がいがいがいがい教育研究会」にお
  ける参加校数
　 ［24］発足　→［26］60校

○徳島視覚徳島視覚徳島視覚徳島視覚・・・・聴覚支援学校聴覚支援学校聴覚支援学校聴覚支援学校のののの移転移転移転移転・・・・改築
　　[25]新校舎完成 [25]新校舎完成 [25]新校舎完成 [25]新校舎完成 →[26]→[26]→[26]→[26]開校開校開校開校

○各支援学校等との連携による全県
  サポート体制の確立
    [24]確立

同左

６６６６－－－－２２２２　　　　個性尊重個性尊重個性尊重個性尊重とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの推進推進推進推進

教育 Ｂ

●盲学校・聾学校を徳島視覚支援学校徳島視覚支援学校徳島視覚支援学校徳島視覚支援学校、、、、徳徳徳徳
島聴覚支援学校島聴覚支援学校島聴覚支援学校島聴覚支援学校とととと校名変更校名変更校名変更校名変更しししし、、、、両校両校両校両校をををを併置
する形で移転・改築することによりすることによりすることによりすることにより、、、、両校
教員の連携による幼児・児童生徒一人ひとり
のニーズに応じた特別支援教育を展開しま
す。

教育 Ａ文言の修正、数値目標の変更

118 6-2
(下)
P124

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

文言の修正

●「ハナミズキ・プロジェクト*」における
教育施設として、病弱等を伴う発達障害の生
徒に対して、社会的・職業的自立に向けた教
育を行う、全国に先駆けた「オンリーワン施
設」となる「徳島県立みなと高等学園」を設
置し，発達障害教育を推進します。

●「ハナミズキ・プロジェクト*」における
教育施設として、病弱等を伴う発達障がいがいがいがいの
生徒に対して、社会的・職業的自立に向けた
教育を行う、全国に先駆けた「オンリーワン
施設」となる「徳島県立みなと高等学園」を
設置し，発達障がいがいがいがい教育を推進します。

119 6-2
(下)
P124

　盲・聾学校の新校舎が平成
25年度中に完成し、平成26年
4月1日から徳島視覚支援学
校、徳島聴覚支援学校とし
て、同一校舎において連携、
協働した教育を始めることか
ら、文言の修正及び数値目標
の変更をする。

120 6-2
(下)
P124

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

●盲・聾学校を現在の盲学校敷地に併置する
形で移転・改築し、両校教員の連携による幼
児・児童生徒一人ひとりのニーズに応じた特
別支援教育を展開します。

○盲・聾学校の改築
    [26]新校舎完成

Ｂ文言の修正

●「徳島県立みなと高等学園」を核として、
幼小中高と一貫した特別支援教育のネット
ワークを形成し、社会的・職業的自立に向け
た専門教育を推進するとともに、児童生徒の
障害の重度・重複化に対応したきめ細やかな
教育の充実を図ります。

●「徳島県立みなと高等学園」を核として、
幼小中高と一貫した特別支援教育のネット
ワークを形成し、社会的・職業的自立に向け
た専門教育を推進するとともに、児童生徒の
障がいがいがいがいの重度・重複化に対応したきめ細やか
な教育の充実を図ります。 教育
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

○特別支援学校に勤務する教諭の特別
　支援学校教諭免許状保有率
　 [21]73％ → [26]80％

同左

同左

6-2
（下）
P125

（県政運営評価戦略会議）
　昨年に引き続きＣ評価であ
るが､免許状の保有率が伸び
ない理由がどこにあるのかを
分析するとともに､免許取得
のメリットを打ち出していく
必要があるのではないか。

　通常の学級に在籍する学習
障害等の児童生徒に対する教
育的支援を充実するため、特
別支援学校と小中高等学校等
で積極的な人事交流等を行っ
ており、当該教員を合わせる
と、取得率は95.8％となる。

  平成24年度の免許状保有率
74.2％は､全国20位程度（平
均71.1％）である。
  今後取得率を高めるために
①講座数を増やす（４講座→
６講座）
②受講者のニーズ（取得状
況）を把握し､速やかに受講
するよう指導
③開催期日（夏季・冬季・土
曜日）及び会場（学校）の工
夫
などの環境整備を行い､さら
に短い期間で取得できるよう
にし､免許状保有率の向上を
図る。

121 Ｃ

●特別支援教育の充実を図るため、教員の専
門性向上に取り組みます。

122 6-2
(下)
P125

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

文言の修正

●発達障害等により特別な支援を必要とする
生徒の在籍する県立高等学校に「特別支援教
育支援員（学習支援員）」を配置することに
より、支援対象生徒の学校生活の充実及び学
校不適応状態の予防改善を図るとともに、学
校における支援体制の充実を図ります。

●発達障がいがいがいがい等により特別な支援を必要とす
る生徒の在籍する県立高等学校に「特別支援
教育支援員（学習支援員）」を配置すること
により、支援対象生徒の学校生活の充実及び
学校不適応状態の予防改善を図るとともに、
学校における支援体制の充実を図ります。

Ｂ教育

教育
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

○職場見学・就業体験協力事業所数
  （累計）
　 [21] － →[26]50事業所

同左

○あん・あんサポートネットの組織化
   [21]－ → [26]全中学校区に組織

同左

○あん・あんサポーター（スクールガー
　ドリーダー等を核とした学校安全ボラ
　ンティア）の登録数
   [21]－ → [26]12,000人

同左

○児童生徒の交通事故発生件数
   [21]事故件数449件 →
   [26]事故件数400件以下

同左

○地域住民参加の防災訓練実施数
   [21]－ → [26]全小･中･高校で実施

同左

(下)
P129

同左

６６６６－－－－３３３３　　　　みんなのまなびやとくしまづくりみんなのまなびやとくしまづくりみんなのまなびやとくしまづくりみんなのまなびやとくしまづくり

Ｃ

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標のうち「あん・あ
んサポーターの登録数」につ
いて、H24の目標に達してい
ない。
　また、「地域住民参加の防
災訓練実施数」については、
年度ごとの目標はないが、全
校での実施という最終年度の
目標に対して、現在実績が、
約３割となっており、一層の
奮起を期待して、Ｃ評価とし
た。

　地域住民参加の学校防災活
動については、防災訓練の他
にも防災に関する公開授業、
講演会、学校行事などが各学
校で実施されている。
  こうした地域連携の積み重
ねが、地域住民参加の防災訓
練につながることから、これ
まで実施のない学校には、こ
うした活動から実施をはたら
きかけており、更に推進して
いく。

●地域住民の積極的な参加による防犯・交通
安全・防災の総合的な学校安全ボランティア
活動の支援を行い、幼児・児童生徒の安全確
保を図る取組を継続的に推進します。

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな学校学校学校学校づくりづくりづくりづくり

124 6-3 教育

Ａ文言の修正

●職業的自立を目指す生徒一人ひとりに応じ
た就労支援を推進するため、「徳島県立みな
と高等学園」において障害に対応した学科を
設置し専門教育を行うとともに、事業所等で
の就業体験を積極的に行います。また、企業
側の学校に対するニーズ・雇用情報の収集、
就業体験の受け入れ先及び就労先の確保を図
ります。

●職業的自立を目指す生徒一人ひとりに応じ
た就労支援を推進するため、「徳島県立みな
と高等学園」において障がいがいがいがいに対応した学科
を設置し専門教育を行うとともに、事業所等
での就業体験を積極的に行います。また、企
業側の学校に対するニーズ・雇用情報の収
集、就業体験の受け入れ先及び就労先の確保
を図ります。

教育123 6-2
(下)
P125

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　職業的自立職業的自立職業的自立職業的自立をををを目指目指目指目指すすすす生徒生徒生徒生徒のののの就労支援就労支援就労支援就労支援
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

○主催講座受講者数
   [21]52,341人 → [26]58,000人

○主催講座受講者数
   [21]52,341人 → [26]72,000人

○「健やか･だんらん･地産地消レシピ」
　の作成（累計）
   [21]－ → [24]60品

同左

○野菜を中心とした「地産地消超簡単
　レシピ」の作成（累計）
   [24]－ → [26]30品

数値目標の上方修正

(下)
P132

　徳島県の郷土料理について
情報収集と検討を行い、家庭
で手軽に作ることができるよ
う、調理方法を工夫したレシ
ピを作成、また、お弁当コン
クールを実施、優秀作品のレ
シピを作成することにより、
目標を超える数のレシピが完
成した。これらのレシピを普
及推進するとともに、調理に
時間がとれない、調理に興味
がない等の現代的な課題に対
応した新たな数値目標を設定
する。

同左

6-4

(上)
P135,
(下)
P130

　各種生涯学習講座を充実し
ていくことにより、23年度、
24年度において、当初の数値
目標を大幅に上回る方に受講
していただいているため、目
標数値を上方修正する。

6-4

125

126

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　食育食育食育食育のののの推進推進推進推進

６６６６－－－－４４４４　　　　生涯生涯生涯生涯まなびとくしまづくりまなびとくしまづくりまなびとくしまづくりまなびとくしまづくり

文言の修正、数値目標の新規
設定

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　学習機会学習機会学習機会学習機会のののの提供提供提供提供

●「徳島県立総合大学校（まなびーあ徳島）
*」において、県や高等教育機関、企業、Ｎ
ＰＯ、住民、市町村など多様な主体とのパー
トナーシップにより運営を行う講座情報を、
ワンストップで提供します。 政策 Ａ

農林 Ａ

●徳島ならではの豊かな食材と食文化を活用
した食育を推進するため、徳島県食材を使っ
た地産地消の実践的レシピを作成します。

●徳島ならではの豊かな食材と食文化を活用
した食育を推進するため、徳島県食材を使っ
た地産地消の実践的レシピを作成・普及しま
す。

59 
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

番号番号番号番号

○地産地消・食育メニュー商品数
　（累計）
   [21]3品 → [26]50品

○地産地消・食育メニュー商品数
　（累計）
   [21]3品 → [26]80品

○○○○地産地消協力店数地産地消協力店数地産地消協力店数地産地消協力店数（（（（累計累計累計累計）（）（）（）（再掲再掲再掲再掲））））
　 　 　 　 [21]204店 [21]204店 [21]204店 [21]204店 → → → → [26]300店[26]300店[26]300店[26]300店

○「ユースサポーター制度」の創設
　 [23]創設

同左

○ユースサポーター活動日数（累計）
   [21]－ → [26]1,600日

○ユースサポーター活動日数（累計）
　 [21]－ → [26]3,200日

127 6-4
(下)
P132

（県議会）
　地産地消・食育メニューの
増加に加え、扱う店舗数も増
やす必要があるのではない
か。これを目標に掲げてはど
うか。

（文言の修正、数値目標の新
規設定及び上方修正）
　平成24年度は、野菜摂取量
アップ対策として、飲食店等
において、県産野菜イチ押し
メニューの開発等を実施、商
品数が急激に増え、平成24年
度実績が目標数値を上回った
ことから、成果の更なる向上
を目指し、地産地消・食育メ
ニュー商品数（累計）の目標
数値について上方修正すると
ともに、地産地消や食育の推
進に協力していただける「地
産地消協力店数」を数値目標
に追加(再掲）する。

農林 Ａ

●コンビニエンスストア等と連携して食育やややや
地産地消地産地消地産地消地産地消の取組を推進します。

同左

６６６６－－－－５５５５　　　　青少年健全育成青少年健全育成青少年健全育成青少年健全育成とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　人材育成人材育成人材育成人材育成・・・・支援体制支援体制支援体制支援体制のののの整備整備整備整備

128 県民 Ｂ

●地域における子ども・若者の支援者として
「ユースサポーター*」を養成し、子ども・
若者の支援活動を行います。

6-5

(上)
P137,
(下)
P134

（県政運営評価戦略会議）
　インターネット上の交流サ
イトをきっかけとした事件も
発生しており､そういった悲
劇を防ぐためにも､この事業
は重要であり､一層積極的に
取り組んで欲しい。

(数値目標の上方修正)
　平成２３年にユースサポー
ター制度を創設し、以降、
ユースサポーターを養成し、
子ども・若者支援活動を行っ
ている。最近ネットによる被
害も増加しており、青少年補
導センターの機能活用による
ネットパトロールの実施など
により、目標活動日数を達成
したため、上方修正する。

●コンビニエンスストア等と連携して食育の
取組を推進します。
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基本目標7基本目標7基本目標7基本目標7「「「「宝宝宝宝のののの島島島島・・・・創造創造創造創造とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

○「人権教育啓発推進センター」事業
　参加者・利用者数（累計）
   [19]～[21]42,915人 →
   [23]～[25]65,000人

○「人権教育啓発推進センター」事業
　参加者・利用者数（累計）
   [19]～[21]42,915人 →
   [23]～[25]65,000人
   [26]23,000人

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

Ａ

●県民一人ひとりの人権が互いに尊重され擁
護される社会を築くため、「人権教育啓発推
進センター（あいぽーと徳島）」を拠点とし
て、様々な人権課題や人権全般について県民
が気軽に学習や相談等ができる場を提供しま
す。

保健

同左

７７７７－－－－１１１１　　　　誰誰誰誰もがもがもがもが幸福幸福幸福幸福とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　人権教育人権教育人権教育人権教育・・・・啓発啓発啓発啓発のののの推進推進推進推進

7-1

(上)
P139,
(下)
P136

　様々な人権課題や人権全般
について県民が気軽に学習や
相談等ができる場である「人
権教育啓発推進センター（あ
いぽーと徳島）」の事業参加
者・利用者数については、数
値目標設定期間が平成２３年
度から平成２５年度までの３
か年であることから、平成２
６年度の数値目標を設定す
る。

平成２６年度の数値目標設定

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

130

129 7-1

(上)
P139,
(下)
P136

　障害の「害」の字をひらが
な表記とする。

Ａ文言の修正

●本県の人権教育啓発の基本計画として中長
期的展望の下に策定した「徳島県人権教育・
啓発に関する基本計画」に基づき、国、市町
村、ＮＰＯ等と連携を図りながら、同和問題
をはじめ、女性、子ども、高齢者、障害者、
外国人など様々な人権問題の解決を目指し、
人権教育啓発に係る諸施策を総合的かつ計画
的に推進します。

●本県の人権教育啓発の基本計画として中長
期的展望の下に策定した「徳島県人権教育・
啓発に関する基本計画」に基づき、国、市町
村、ＮＰＯ等と連携を図りながら、同和問題
をはじめ、女性、子ども、高齢者、障がいがいがいがい
者、外国人など様々な人権問題の解決を目指
し、人権教育啓発に係る諸施策を総合的かつ
計画的に推進します。

保健
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

○「フレアとくしま100講座」開催数
　（累計）
   [21]448件 → [26]1,200件

同左

○「フレアとくしま100講座」参加者数
　（累計）
   [21]29,249人 → [26]78,000人

○「フレアとくしま100講座」参加者数
　（累計）
   [21]29,249人 → [26]95,000人

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　女性女性女性女性のののの人材育成人材育成人材育成人材育成

●男女共同参画社会の実現を目指し、県民の
理解と認識を深めるとともに、男女共同参画
を地域で推進する「地域活動リーダー」をは
じめ、女性の専門家や起業家などの人材育成
を図るため、講演会やセミナーを開催し普
及・啓発を推進します。

保健 Ａ

同左

7-1

(上)
P141,
(下)
P137

　男女共同参画の推進を広め
るためには、地域で中心的に
活動していただける人材の発
掘や育成は欠かせないもので
あり、県の活動拠点である
「フレアとくしま」を中心
に、NPOとの協働による共催
講座や企業や県民との連携に
よるコラボ講座、スポンサー
講座の開催、さらには主催講
座や庁内各課と連携した講座
など、創意工夫をこらしなが
ら幅広い分野の講座や講演
会、セミナーの開催に務めて
きたこと、加えて、本年度か
ら県立総合大学校「まなびー
あ徳島」に「男女共同参画学
部」を新設するなど、人材の
発掘・育成に取り組んできた
成果として、本年度末には平
成26年度数値目標を上回るこ
とが見込まれることから、成
果・効果の更なる向上を目指
し、「フレア100講座」参加
者数の目標数値について、上
方修正する。

数値目標の上方修正131
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

○家族経営協定*締結数
   [21]916戸 → [26]1,050戸

同左

○「デートＤＶ防止セミナー」受講者数
　（累計）
   [21]2,421人 → [26]7,500人

○「デートＤＶ防止セミナー」受講者数
　（累計）
   [21]2,421人 → [26]11,000人

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　配偶者等配偶者等配偶者等配偶者等からのからのからのからの暴力対策暴力対策暴力対策暴力対策のののの推進推進推進推進

●農業経営における個人の地位及び役割を明
確にします。

農林 Ｃ7-1
(下)
137

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標の家族経営協定の
締結数が､２年連続で目標を下
回っており､締結促進のため､更
なる取組が必要であることから､
Ｃ評価とした。

（文言の修正）
　家族経営協定の締結につい
ては、これまで、主たる経営
者へのアプローチを中心に推
進して来たが、今後は、関係
機関と連携し、各種研修会
や、個別訪問時などの機会を
捉え、配偶者や後継者に対し
ても制度の周知を進めるな
ど、締結促進の取り組みを強
化する。

●配偶者等からの暴力の防止の視点に立っ
て、若年層を対象に、「デートＤＶ*防止セ
ミナー」などの啓発を推進します。

保健 Ａ7-1

(上)
P141,
(下)
P138

　デートＤＶ防止セミナー
は、ＤＶ予防の観点から「Ｄ
Ｖの被害者にも加害者にもな
らない」ことを目的に、心身
の成長過程にあり、高い啓発
効果・教育効果が期待される
ことから中学生・高校生・大
学生を対象に実施してきた
が、本年度からは将来ＤＶ被
害者の支援者となりうる看護
学生も対象とするとともに、
教育委員会とも連携し、広く
広報や周知に務めてきた結
果、年々、実施校、受講者も
増加してきており、本年度末
には平成26年度数値目標を上
回ることが見込まれることか
ら、成果・効果の更なる向上
を目指し、「デートＤＶ防止
セミナー」受講者数の目標数
値について、上方修正する。

数値目標の上方修正133

132

●関係機関と連携し各種研修会等の機会を捉
え、農業経営における主たる経営者、配偶者
や後継者など個人の地位及び役割を明確にし
ます。

同左
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

○｢とくしま県民活動プラザ｣により活動
　の場を提供した人数
　（プラザ利用者数累計）
   [21]27,447人 → [26]128,000人

同左

○ＮＰＯ法人数
   [21]255団体 → [26]310団体

○ＮＰＯ法人数
   [21]255団体 → [26]330団体

○ボランティア・アドプト登録人口
   [21]143,025人 → [26]150,000人

同左

○モデル圃場数（累計）
   [21]－ → [26]10圃場

同左

○ボランティア登録数（累計）
   [21]－ → [26]200人

同左

●耕作放棄地の解消を目指し、企業、大学、
ＮＰＯ法人など多様な参画による「耕作放棄
地・活用し隊（仮称）」制度を創設し、再
生・営農・販売等を支援するため「モデル圃
場」を県内各地に設置します。

農林 Ｃ

●耕作放棄地の解消を目指し、企業、大学、
ＮＰＯ法人などによる参画者数を積極的に増
やし、「耕作放棄地・活用援農隊」を充実す
るとともに、再生・営農・販売等を支援する
ため「モデル圃場」を県内各地に設置しま
す。

7-2

(上)
P143,
(下)
P140

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標であるボランティア登
録数が､２年連続で目標に達し
ていないことから､Ｃ評価とした。
耕作放棄地の解消に向け官民
一体となって頑張って欲しい。

（文言の修正）
　耕作放棄地解消モデル圃場
について、市町村や地域と連
携し、引き続き県下各地に設
置を進めるとともに、ボラン
ティア登録については、ホー
ムページでの勧誘や案内パン
フレットの配布に加え、県が
実施する研修会等において、
大学生の個別勧誘を行うな
ど、登録数の拡大を図る。
　また、制度の名称確定によ
り、文言を修正する。

●「とくしま県民活動プラザ」を拠点とし
て、官民協働の推進に向け、県民による社会
貢献活動に対する総合的な支援を行います。

県民 Ａ7-2

(上)
P143,
(下)
P139

　とくしま県民活動プラザを
拠点として、様々な情報発
信、交流、相談支援、研修を
行い、現在は年間約３万人の
利用がある。これらＮＰＯに
対する取組みにより、認証数
が目標を達成したので、数値
目標を上方修正する。

数値目標の上方修正

７７７７－－－－２２２２　　　　協働立県協働立県協働立県協働立県とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　NPO・ボランティアとのNPO・ボランティアとのNPO・ボランティアとのNPO・ボランティアとの連携連携連携連携・・・・協働協働協働協働

135

134

同左
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65

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

○「とくしま県民活動プラザ」において
　情報発信を行っているＮＰＯ法人等の
　団体数
   [21]－ → [26]90団体

同左

○ＮＰＯ等の活動基盤の強化を図る講座
　等への参加者数（累計）
   [21]－ → [26]300人

○ＮＰＯ等の活動基盤の強化を図る講座
　等への参加者数（累計）
   [21]－ → [26]500人

○ＮＰＯビレッジ*の設置数
   [22]－ → [26]3箇所

同左

●夢と活力でにぎわうまちづくりを進めるた
め、ＮＰＯの起ち上げから自立まで支援しま
す。

県民 Ａ

同左

7-2
(下)
P140

　平成２４年度は、活動資金
の獲得講座や運営力教科講
座、また、災害ボランティア
コーディネーター養成講座な
ど９つの講座を開催し、人材
育成や活動基盤強化への支援
を行い、多くの参加を得て目
標を達成したので、目標を上
方修正する。

数値目標の上方修正136

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　NPONPONPONPO等等等等のののの自立促進自立促進自立促進自立促進
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

●移住者間の交流や意見交換の場となる「と
くしま移住者交流会議」を開催し、「移住後
のフォローアップ」を充実することにより、
地域への定住を促進します。

政策

●移住移住移住移住フェアにおけるフェアにおけるフェアにおけるフェアにおける観光情報観光情報観光情報観光情報のののの充実充実充実充実やややや移移移移
住支援住支援住支援住支援サイトのサイトのサイトのサイトの充実充実充実充実をををを通通通通じてじてじてじて本県本県本県本県のののの魅力魅力魅力魅力をををを
積極的積極的積極的積極的にににに発信発信発信発信することによりすることによりすることによりすることにより、、、、滞在型観光滞在型観光滞在型観光滞在型観光
からおからおからおからお試試試試しししし居住居住居住居住やややや二地域居住二地域居住二地域居住二地域居住にににに繋繋繋繋がるようがるようがるようがるよう
努努努努めるとともにめるとともにめるとともにめるとともに、、、、移住者に対するアンケー
ト調査を通じて移住者が抱える課題等の把握
に努め、移住者間の交流や意見交換の場とな
る「とくしま移住者交流会議」を開催し、
「移住後のフォローアップ」を充実すること
により、地域への定住を促進します。

Ｃ7-3
（下）
142

（県政運営評価戦略会議）
　徳島県への移住者は増加し
ているようだが､このシート
上では移住者数などの具体的
な取組実績が明確でなく､ま
た､課題についても示されて
いないことから､Ｃ評価とし
た。

(宝の島とくしま･創造部会)
　本県への定住促進となると
来る方は重い。一番軽いのは
「観光」。観光でもなく、定
住でもなく、定期的に数週間
だけ徳島県に滞在して帰るよ
うなものを柔軟に盛り込んで
もらいたい。

（文言の修正）
　県や市町村における相談窓
口の開設や、県人会組織を活
用した移住交流ガイドブック
の配付、東京や大阪での移住
フェア等の開催、移住支援サ
イトの開設、メールマガジン
の発行等により、移住者は着
実に増加している。（平成22
年度は68人、平成23年度は79
人、平成24年度は99人）
　また、移住者が抱える悩み
事等について意見交換する機
会をつくり、定住を促進する
必要があることから、とくし
ま移住者交流会議を開催し、
移住後のフォローアップを
行っている。
　今後は、移住者が抱える悩
み事等の把握に努めるなど、
移住者の定住を促進する方向
で見直す。
　併せて、移住フェアの開催
や移住支援サイトの充実によ
り本県の魅力を積極的に発信
することにより、まずは、お
試し居住や二地域居住に繋が
るよう努める。

137

７７７７－－－－３３３３　　　　活力活力活力活力みなぎるとくしまづくりみなぎるとくしまづくりみなぎるとくしまづくりみなぎるとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　移住移住移住移住・・・・交流施策交流施策交流施策交流施策のののの推進推進推進推進
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

Ｃ

（文言の修正）
　政権交代により、直ちに、
特定広域連合を受皿とした国
出先機関の丸ごと移管は見込
めなくなったが、引き続き、
国からの事務・権限の移譲を
はじめとした地方分権改革の
推進に向け、四国における広
域行政のあり方を研究するな
ど、四国で共通する喫緊の広
域行政課題について、連携し
た取組を進める。

●四国における国の出先機関の移管を目指す
とともに、四国で共通する喫緊の広域行政課
題に連携して取り組むため、四国広域連合
（仮称）の設立に向けた準備を進めます。

政策139 7-3

(上)
P147,
(下)
P145

（県政運営評価戦略会議）
　国の出先機関移管の受け皿
として､四国広域連合（仮
称）の設立準備が進められき
たが､政権交代による国の方
針転換が大きな要因であり､
やむを得ないとはいえ現在､
施策としては進んでいないこ
とからＣ評価とした。

●地方分権改革の推進に向け、四国における
広域行政のあり方を研究するなど、四国で共
通する喫緊の広域行政課題について連携した
取組を進めます。

　（文言の修正）
　県や市町村における相談窓
口の開設や、県人会組織を活
用した移住交流ガイドブック
の配付、東京や大阪での移住
フェア等の開催、移住支援サ
イトの開設、メールマガジン
の発行等により、移住者は着
実に増加している。（平成22
年度は68人、平成23年度は79
人、平成24年度は99人）
　今後は、移住・交流に係る
全国組織との連携を深めるこ
とにより、取組みを充実させ
る方向で見直す。

●徳島にゆかりのある「外部人材の発掘」や
全国的な県人会ネットワークの活用などによ
り、徳島県の豊かな自然・文化や暮らしの情
報を積極的に発信するとともに、市町村と連
携し、ふるさとの暮らしや地域の魅力を体感
してもらうことにより、本県への定住促進に
つなげます。

政策 Ｃ

●徳島にゆかりのある「外部人材の発掘」や
全国的な県人会ネットワークの活用などによ
り、徳島県の豊かな自然・文化や暮らしの情
報を積極的に発信するとともに、移住・交流
に係る全国組織であるＮＰＯ法人ふるさと回
帰支援センターや市町村と連携し、ふるさと
の暮らしや地域の魅力を体感してもらうこと
により、本県への定住促進につなげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　５５５５　　　　広域行政広域行政広域行政広域行政へのへのへのへの取組取組取組取組

138 7-3
（下）
142

（県政運営評価戦略会議）
　徳島県への移住者は増加し
ているようだが､このシート
上では移住者数などの具体的
な取組実績が明確でなく､ま
た､課題についても示されて
いないことから､Ｃ評価とし
た。
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68

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

○県過疎地域自立促進計画事業数
　（累計）
   [21]93事業 → [26]200事業

○県過疎地域自立促進計画事業数
　（累計）
   [21]93事業 → [26]290290290290事業

○人口一人当たりの宿泊者数
   [21]1.51人 全国41位 →
   [26]全国20位台へ

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　四季四季四季四季をををを通通通通じたにぎわいのじたにぎわいのじたにぎわいのじたにぎわいの創出創出創出創出

7-4
(1-2)

（上）
P63,
P149,
(下）
P10,
P147

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である宿泊者数の
全国順位が､昨年度より下
がっており､このままではＨ
２６年度に全国２０位台とい
う最終目標を達成することは
非常に難しいと考え､Ｃ評価
とした。
　「マチ★アソビ」や「とく
しまマラソン」など積極的に
取り組んでいるが､今後とも
宿泊を伴う新たな取組を検討
して欲しい。

（文言の修正）
　宿泊者数の増加に向け、具
体的な取り組み内容が分かる
よう文言を修正する。

●徳島ならではの魅力あるイベントの実施、
教育旅行をはじめとする体験型観光を推進す
ることなどにより、国内外への情報発信を強
化し、県民一人当たりの宿泊者数の増を目指
します。 商工 Ｃ141

７７７７－－－－４４４４　　　　笑顔笑顔笑顔笑顔あふれるとくしまづくりあふれるとくしまづくりあふれるとくしまづくりあふれるとくしまづくり

●徳島ならではの魅力あるイベントの実施、
教育旅行をはじめとする体験型観光を推進す
るとともに、自然、文化、体験、食など、多
くの宝にあふれた本県の魅力を余すところな
く、総合的・戦略的に発信する「おどる宝
島！とくしまキャンペーン」の展開などによ
り、県民一人当たりの宿泊者数の増を目指し
ます。

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　６６６６　　　　市町村市町村市町村市町村へのへのへのへの支援支援支援支援

7-3

(上)
P147,
(下)
P145

　市町村と連携し、過疎地域の
生活基盤の整備はもとより、住
民生活に密着したソフト対策を
推進したことから、目標を達成し
たので、数値目標を上方修正す
る。

数値目標の上方修正

●持続可能な地域社会の実現に向け、市町村
と連携を図りながら、過疎地域の自立促進の
ための過疎対策を着実に推進します。

政策 Ａ140
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69

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

○「とくしま祭り」の開催
   [23]～開催

○「とくしま祭り」の開催
   [23]～[24]

○コンベンション（中四国規模以上）の
　参加者数
   [21]56,836人 → [26]110,000人

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３　　　　多多多多くのくのくのくの人人人人がががが集集集集まるまるまるまる大会大会大会大会・・・・会議会議会議会議、、、、イベントのイベントのイベントのイベントの誘致誘致誘致誘致・・・・開催開催開催開催

●「渦の道」、「あすたむらんど徳島」、
「アスティとくしま」などの交流拠点の魅力
を高めるとともに、交流拠点を活用したイベ
ントの充実を図ります。

（文言の修正）
　主な観光施設の満足度向上
に向けた具体的な取組を記載
する。

●「渦の道」、「あすたむらんど徳島」、
「アスティとくしま」などの交流拠点の魅力
を高めるとともに、交流拠点を活用したイベ
ントの充実を図り、また、来場者へのアン
ケートを実施し、意見を踏まえた取組やサー
ビスを提供することで満足度の向上を図りま
す。

Ｃ

●「とくしまコンベンション誘致推進協議
会」や「とくしまコンベンション支援ガイ
ド」の活用に加え、会場使用料の助成による
大規模大会の誘致を推進するなど本県ならで
はのコンベンション*を提案することによ
り、コンベンション参加者数の倍増を目指し
ます。

商工 Ｂ

商工

●本県の持つ豊かな自然、食、文化などをま
るごと体験でき、県内観光施設等で様々な
サービスが受けられる「おどる宝島！パス
ポート」を実施し、にぎわいを創出します。 Ｂ

7-4

(上)
P149,
(下）
P148

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標であるコンベン
ションの参加者数が２年連続
で目標を下回っており､かつ､
昨年度より参加者数が減少し
ていることから､Ｃ評価とし
た。
　H25からは数値目標等を見
直しているが､徳島ならでは
の取組により､目標が達成さ
れることを期待する。

(文言の修正）
　市町村、経済団体、旅館
業、飲食業等で構成する「と
くしまコンベンション誘致推
進協議会」や「観光・食・土
産」を紹介する「とくしまコ
ンベンション支援ガイド」の
活用や大規模大会への助成制
度により、コンベンション誘
致を推進する。

●大学等関係機関との連携強化や関西広域連
合での連携、トレードショーへの出展により
全国へ情報発信を行うとともに、郷土芸能を
活用した「おもてなし」など本県ならではの
コンベンション*を提案することにより、コ
ンベンション参加者数の倍増を目指します。 商工

142

143

144

7-4

(上)
P149,
(下）
P147

　平成２２年度から２４年度
まで、秋の行楽シーズンのイ
ベントとしてスタンプラリー
「とくしま祭り」を開催して
きた。この取り組みをさらに
進化させ、一層の観光客の周
遊と宿泊の促進、リピーター
来県の促進を加速させるた
め、平成２５年１０月９日か
ら通年型周遊パスポート型の
スタンプラリー「おどる宝
島！パスポート」をスタート
させた。

文言の修正、数値目標の変更

●本県の持つ豊かな自然、食、文化などをま
るごと体験できる「とくしま祭り」を継続開
催し、秋の集客イベントとして定着を図り、
にぎわいを創出します。

7-4
（下）
P148

（県政運営評価戦略会議）
　入場者数を数値目標として
定めるなど､より具体的な計
画とすること。
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70

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

○「オープンとくしまｅ－モニターアン
　ケート*」において、県のホームページ
　が「役立っている」と回答した割合
   [21]60％ → [26]75％

同左

○コールセンターでの対応完了率
   [21]－ → [26]60％

同左

○ＦＡＱ月間平均アクセス数
   [21]－ → [26]3万4千件

○ＦＡＱ月間平均アクセス数
   [21]－ → [26]5万件

７７７７－－－－５５５５　　　　希望希望希望希望にににに向向向向かうとくしまづくりかうとくしまづくりかうとくしまづくりかうとくしまづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　県民県民県民県民とのとのとのとの対話型広報広聴事業対話型広報広聴事業対話型広報広聴事業対話型広報広聴事業のののの展開展開展開展開

●県民からの電話による問い合わせを一元的
に受け付ける県庁コールセンター「すだちく
んコール」や「県庁サービスセンター」及び
各総合県民局「県民センター」において、県
民の県政に対する意見、苦情、照会、相談等
に的確かつ迅速に対応するとともに、よくあ
る質問をＦＡＱとして整理・情報提供し、
サービス向上を図ります。 県民

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　県民県民県民県民にににに開開開開かれたかれたかれたかれた県政県政県政県政のののの推進推進推進推進

●県民との意思疎通を図りながら、県民と一
緒に県政をつくるために、各種広報媒体を有
機的・効果的に活用し、県民に伝えるべき情
報に併せて、県民が求める情報や県民が主体
的に意見等を提出するために必要な情報を、
積極的かつきめ細やかに提供します。 経営 Ｃ7-5

(下）
P150

（県政運営評価戦略会議）
　数値目標である県のホーム
ページが「役立っている」と
回答した割合が､目標に届い
ておらず､後退していること
からＣ評価とした。
　どこに問題があるのかのア
ンケートを実施するなど､使
いやすく､わかりやすいホー
ムページとなるよう一層の工
夫をして欲しい。

(文言の修正)
　「県ホームページ」につい
て、より使いやすく、わかり
やすいホームページを目指す
観点から、システムの改善に
努めるとともに、新たな対応
として、平成25年10月31日か
らスマートフォン専用デザイ
ンによる運用を開始した。
　今後より一層、年齢や障が
いの有無に関わらず、関心を
持ってもらえるようなホーム
ページを目指して、情報発信
に取り組む。

145

146

●県民との意思疎通を図りながら、県民と一
緒に県政をつくるために、各種広報媒体を有
機的・効果的に活用し、県民に伝えるべき情
報に併せて、県民が求める情報や県民が主体
的に意見等を提出するために必要な情報を、
積極的かつきめ細やかに提供するとともに、
県民の利便性の更なる向上を図ります。

7-5
(下)
P151

　県民からの問い合わせを分
析し、FAQへ反映させるとと
もに、新しい情報への更新に
努めたところ、上方修正した
数値目標を更に上回る成果が
見られたため、数値目標を修
正する。

数値目標の上方修正 Ｂ
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

経営 Ｄ

●県職員の職務執行の公正さを確保するた
め、「県職員倫理審査会」、「監察局」によ
るチェックを行うとともに、これらを踏まえ
た事務執行の見直しや、職員一人ひとりに対
する県民目線の意識の徹底を図ります。

経営 Ｄ

●県職員の職務執行の公正さを確保するため
の第三者機関である「職員倫理審査会」、
「監察局」等による重層的なチェック体制を
確立するとともに、不祥事事案や事務処理ミ
ス等については、過去の事例をしっかりと分
析・検証することで、同様の事案が生じない
よう取り組みます。

●県民の疑惑や不信を招くような行為の防止
を図り、公務に対する信頼の確保を図るた
め、「徳島県の公務員倫理に関する条例」の
適切な運用はもとより、過去の不祥事事案の
検証結果や、職員の意識調査の結果等も踏ま
え、職員一人ひとりに対して倫理意識を徹底
するための取組を推進します。

●県民の疑惑や不信を招くような行為の防止
を図り、公務に対する信頼の確保を図るた
め、「徳島県の公務員倫理に関する条例」の
適切な運用はもとより、職員一人ひとりに対
して倫理意識を徹底するための取組を推進し
ます。

7-5
(下）
P151

（県政運営評価戦略会議）
　不祥事根絶のため様々な取
組をしているにも関わらず､
不祥事が発生しており､昨年
度に続いてＤ評価とした。
　コンプライアンスの問題は
結果が全てであり､一つの不
祥事で全ての信用を失うこと
もあり得る。
  公務員には高い倫理意識が
求められており､改めて組織
として検証が必要である。

（文言の修正）
　不祥事根絶に向けた対策に
ついて、今後とも繰り返し、
繰り返し、職員一人ひとりに
計画的に徹底していくことは
もとより、「徳島県の公務員
倫理に関する条例」に基づく
各種報告や監察局による監察
等のチェックに加え、「県職
員倫理審査会」による外部
チェックも踏まえるととも
に、過去の不祥事事案におけ
る検証結果等を再発防止策に
反映させるなど、必要な見直
しを繰り返し、創意工夫を凝
らしながら取り組む。7-5

(下）
P151

同上

147

148

　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４　　　　公正公正公正公正でででで公平公平公平公平なななな県政県政県政県政のののの推進推進推進推進
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72

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

Ｄ

●公平・公正な職務執行の確保のため、｢コ
ンプライアンス*基本方針｣に基づき、「職員
倫理意識の徹底」を図ります。また、担当内
における「チェック機能」や「リーダーのマ
ネジメント」が発揮される体制への見直しを
行い、不祥事やうっかりミスを防止すること
ができる組織づくりを進めます。

経営7-5
(下）
P152

（県政運営評価戦略会議）
　不祥事根絶のため様々な取
組をしているにも関わらず､
不祥事が発生しており､昨年
度に続いてＤ評価とした。
　コンプライアンスの問題は
結果が全てであり､一つの不
祥事で全ての信用を失うこと
もあり得る。
 公務員には高い倫理意識が
求められており､改めて組織
として検証が必要である。

（文言の修正）
　不祥事を他人事として捉え
るのではなく、職員が「自ら
のこと」としてしっかりと考
え、再発防止に向けた取組み
が推進できるよう、「服務の
根本原則」をはじめ基本的な
認識を再確認するとともに、
職員提案によるボトムアップ
型の取組みを推進するなど、
繰り返し繰り返し、年間を通
じ、徹底した取組みを行う。
　加えて、組織としての対応
力を強化するため、管理職員
をはじめ、今年度、見直しを
行った担当制における担当
リーダーなど、直近上司によ
るチェック機能を強化すると
ともに、職員間で倫理面や服
務面も気づきあえる職場環境
づくりを進めるなど、リスク
予防の徹底を図る。

●公平・公正な職務執行の確保のため、 ｢コ
ンプライアンス*基本方針｣に基づき、「職員
倫理意識の徹底」を図ります。また、管理職
員をはじめとする直近上司によるチェック機
能を強化するとともに、職員間で倫理面や服
務面も気づきあえる風通しのよい職場づくり
を進めるなど、組織としての対応力の強化を
進めます。

149
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73

計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
番号番号番号番号

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

○3,000人体制に向けた着実な取組み
 （[22]4月～）

同左

○職員給与の見直し
　・給与制度の見直し（[23]～）
　　　技能労務職の給与制度の見直し
  ・本県財政の健全化のための財源確保
　　　特別職の報酬カット
　　　　（[23]～）知事△25％
    　職員給料の臨時的削減
　　　　（[23]～）△5～1％
　　　一般職の管理職手当カット
　　　　（[23]～）△15％
　  　超過勤務の縮減

○職員給与の見直し
　・給与制度の見直し（[23]～）
　　　技能労務職の給与制度の見直し
  ・本県財政の健全化のための財源確保
　　　特別職の報酬カット
　　　　（[23]～）知事△25％
　　　職員給料の臨時的削減
　　　　（[23]～[25][25][25][25]）△5～1％
　　　　（（（（H25.7から△10H25.7から△10H25.7から△10H25.7から△10～3％）～3％）～3％）～3％）
　　　一般職の管理職手当等等等等カット
　　　　（[23]～[25][25][25][25]）
　　　超過勤務の縮減

○ＰＦＩ方式による県営住宅12団地の
　集約化
   [21]計画 → [26]整備中

○ＰＦＩ方式による県営住宅12団地の
　集約化
   [21]計画 → [26]住棟完成・入居開始

○新組織の創設
   [23]創設

同左

　　　　　　　　　　　　　　　　５５５５　　　　県県県県のののの行財政改革行財政改革行財政改革行財政改革のののの推進推進推進推進

Ａ
（文言の修正）
　事業概要に事業の推進を記
載

数値目標の上方修正

●施策推進に係るチェック機能を強化するた
め、政策評価や事業評価を一元的に統括する
新組織を創設します。 経営

・
監察

●利用者サービスの向上と事業コストの削減
を図るため、民間活力を導入することによ
り、県営住宅の整備を推進します。

県土

●施策推進に係るチェック機能を強化するた
め、政策評価や事業評価を一元的に統括する
新組織を創設し、徳島ならではの「新たな事
業評価システム」を推進します。7-5

（下）
P154

（県政運営評価戦略会議）
　事業概要では、２３年度に
新組織の創設となっている
が、現状に合わせて、その後
の事業の推進も記載してはど
うか。

7-5
(下)
P154

　着実な事業成果につなげる
ため､具体的な目標設定が必
要である。

Ａ

同左

B

　(数値目標の変更)
　事業概要の「職員給料の臨
時的削減」と「一般職の管理
職手当カット」に終期を追
記。

●定員管理の適正化を図るなど人件費改革へ
の取組みを進めます。

同左

152

151

150 7-5
(下）
P153

　人件費改革への取組みは、
これまで通り推進していく
が、職員給与における「給料
の臨時的削減」及び「一般職
の管理職手当カット」につい
ては、平成25年度末で終了す
ることによる。

経営
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